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͝ ѫ ࡰ

人間社会で役立つモノ、コト、場を作り出す「工学」という
学問は、多様化する現代社会において 2 つの側面を持たなけ
ればなりません。1 つ目は各専門分野における学問体系を、ぶ
れずに教育および研究を行う姿勢。多様性を本来の学問体系か
ら見つめなおし、発展性を正しく見極めて利用価値を高めてゆ
きます。2 つ目は専門領域を超えた境界領域の教育および研究
を創成する姿勢。これが柔軟に行えるか否かが、世界的競争力
に直結すると考えております。前者は大学の本来の姿であり、
工学教育の根源をなすものでありますが、それを維持しながら
後者の展開を自由に行い、Creative Destruction（創造的破壊）
をフットワーク良く行えるプラットホームとして、「テクノア
リーナ」を 2020 年 4 月に発足させました。

専門領域を超えた、いわゆる「横串」を形成するためには、
異なる専攻またはコースで活躍する研究者の顔と研究内容を知
ることが必須であり、それを効率よく手軽に行えるツールと
して、本冊子（含 電子版）を作成しました。学内のみならず、
学外にも阪大工の顔と研究を発信することで、大阪大学の掲げ
る OU ビジョン 2021「社会変革に貢献する世界屈指のイノベー
ティブな大学」を先導し、次世代の礎を築く研究を幅広く展開
できる部局となることを願っております。

େࡕେ学େ学Ӄ工学研究Պ

ാɹਐ܂

େࡕେ学େ学Ӄ工学研究Պ
附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンター

ෑɹੜ

フューチャーイノベーションセンターでは、テクノアリー
ナの企画運営を担当し、社会課題の解決と未来社会に資する
新たなイノベーションを生み出す分野横断型の研究開発や新
学際領域の開拓等の支援を推進しています。最先端の学術
研究の実践、産学官連携強化、社会共創への取り組み、これ
らに関連する教育プログラムを含めた教育研究活動の支援を
行っています。

本冊子は、工学研究科の研究者に焦点をあて、各々の研究
活動の学内外への広報を目指して作製致しました。研究者が
有する研究シーズの発信は学会発表や論文投稿だけではなく
HP やプレス記事、SNS など様々な広がりを示しています。研
究シーズや成果の発信により、関連する研究者や企業、省庁・
自治体関係者等の皆さまとの繋がりの中から新たな課題を見
出すことにより、様々な研究交流・共同研究や価値創造に結
びつく契機になることが期待されます。

是非、ご高覧頂き、本冊子に掲載されている研究に御興味
などがございましたら、本センターまでご連絡頂きたいと思
います。
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ւ ڮߴɹ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి

9 ઢݦඍ分ޫ๏Ͱ解͖໌͔す࣭・材料தのԽֶঢ়ଶ分ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
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ϗૉத性ัࢠଊྍ๏のͨΊのӷମݮܕத性ࢠスϖΫτロϝʔλʔの開発ʜʜ ��
ޛஔ ਅۄɹ߈Τωϧギー工学ઐڥ

ύϧスϨʔβΛ用͍ͨۃ ()[r5)[ ଳのԻڹ・࣓性ܭଌ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗ物理学系ઐ߈ɹٱอ ന

Ϩʔβʔྍ࣏؞のͨΊのܭྍ࣏ըٕज़ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ོ ɹଜ߈Τωϧギー工学ઐڥ

ࠪτϯωϧݦඍڸΛ用͍ͨ分ࢠϨϕϧͰのΩラϧೝࣝ機ߏの解໌ʜʜʜʜʜʜ ��
物理学系ઐ߈ɹ෦ ຏ
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ੜମɾόイΦֶ

ੜ͕ͭ͘る l ੜ໋ z のੜ߹機ߏのཧ解ͱ応用ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
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用解ੳʜʜʜʜʜʜ࡞ޓλϯύΫ࣭の૬ͨ͠ࢦҩༀの開発Λ͍ߴՌのޮྍ࣏ ��
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超分ࢠήϧの開発ͱプロʔϒ分ࢠにΑる性ධՁʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗ応用化学ઐ߈ɹࢁຊ ஐ

ஙʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜߏ๔製造に͓͚るେྔഓཆ工ఔのࡉ ��
ੜ物工学ઐ߈ɹࢁຊ 

σδλϧֶܗ

থプロセスσβΠϯʜʜʜʜʜʜʜ݁ߧσʔλՊֶにΑるඇฏ・ࢉܭ・ݧ࣮ ��
マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ɹԞ কߦ

ώτ J14 ஙߏ造のߏࡉ৫༷ҟํ性ඍࠎ๔Λ用͍ͨੈքॳのੜମࡉ ʜʜʜʜʜ ��
マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ɹখ ྑี

ຏ加工ٕज़の開発ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜݚఆ҆ߴ・精ߴ ��
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τϙロδʔ࠷దԽにྲྀͮ͘جମؔ連機ثઃܭʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
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ֶσβインࢠૉઓུɾݩ

Ͱޫる༗機ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜؾి ��
応用化学ઐ߈ɹ૬ᖒ 
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ਓ工ۚଐ߬ૉの製ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜͨ͠ۦ性ਐԽ๏Λࢦ ��
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の解໌ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜܗܥૉΛ用͍ͨଠཅݩ発性ش ��
ɹ加౻ ઍਤ߈Τωϧギー工学ઐڥ

༗機ޫϨυοΫス৮ഔΛ用͍るΧϧϘϯࢎのࢎม応ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
応用化学ઐ߈ɹၲۄ 

৽͍͠ඇަޓКڞ͕ܥͨΒすֵ৽త༗機機能性材料のग़ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
附属ΞτϛッΫデβイン研究センターʗ応用化学ઐ߈ɹখ ලਔ

ज़の開発ʜʜʜʜٕڈϦαΠΫϧٕज़ͱෆ७আޮߴԽֶతख๏Λ用͍ͨؾి ��
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ۚଐࡨମ・ޫ・ిؾのڠにΑる༗機分ࢠのখ分ࢠૠೖ応開発ʜʜʜʜʜʜ ��
応用化学ઐ߈ɹࠧե ༟

分ࢠスΠονΛར用ͨ͠応ྗ応性材料の開発ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
応用化学ઐ߈ɹੁݪ ষल

த性ٵࢠऩ材のఴ加にΑる 5RU ֩छのੜྔ੍ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ɹా හ߈Τωϧギー工学ઐڥ

ૉʵϔςロ݁߹அにΑるભҠۚଐΤノラʔτछの発ੜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
応用化学ઐ߈ɹҪ ྑฏ

৽ͨͳ༗機ແ機ϋΠϒϦουޫΤϨΫτロχΫス材料のͱ性解໌ʜʜʜʜ ��
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༗༗機Խ߹ΛԹͳ݅Ͱશ分解する৽ڥن৮ഔʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
応用化学ઐ߈ɹ୩ ٛ

ྻͱ性૬ؔの解໌ʜʜʜʜʜʜʜࢠݪతࢹ材料ՊֶͱใՊֶにΑるඍࢉܭ ��
マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ɹ౻Ҫ ਐ
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ભҠۚଐ৮ഔΛ฿ͨ͠ϗスϑΟϯϨυοΫス৮ഔの開発ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
応用化学ઐ߈ɹ౻ຊ ൏ే

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࡧ性の୳ݩ࣍ح製ͱ৽࡞ബບのࢠݪ ��
物理学系ઐ߈ɹ౬ ཾ

ͱ機ցֶशΛ用͍ͨࢉܭฒྻۭؒ࣌
性能マϧνスέʔϧ解ੳख๏の開発ͱ応用ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜߴ ��

機械工学ઐ߈ɹཱུ ྷ܅

インςϦδΣントΞάϦֶ

২ಛԽँの੍ޚͱҟछ॓ओͰの༗用࣭ੜ࢈ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ੜ物工学ઐ߈ɹ҆ຊ पฏ

͍͖ͷʵ"* ֶڞ

ଟछଟܳͳロϘοτのڠௐͰඥ解͘ίラϘϨʔγϣϯロϘοτ工ֶʜʜʜʜʜʜ ��
機械工学ઐ߈ɹԬ ༟Ұ

のճΓͰΈにಈ͘ロϘοτج൫ٕज़のߏஙͱͦのల開ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗ機械工学ઐ߈ɹ૿ా ༰Ұ

ͭͳֶ͙

l ͮ͘Γ z にมֵΛͨΒすண性վળٕज़ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
附属精密工学研究センターɹେٱอ ༤࢘

ख๏ͱ౷߹తഁյϞσϧʜʜʜʜʜʜʜݧࢼ造෦材性能の߹ཧతධՁのͨΊのߏ ��
マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ɹਗ਼ਫ ສਅ

༹ߏ造෦材のഁյ性能্のͨΊの
γϛϡϨʔγϣϯϕʔス֊త材料・༹෦ઃܭʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ɹঙ࢘ തਓ

ਓͱͭͳ͕͍ͬͯる工ֶの͞Βͳる発లΛͯ͠ࢦʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ɹݪߴ ব

τラϯススέʔϧ機能発ݱにΑるマϧνマςϦΞϧԽٕज़のֵ৽ʜʜʜʜʜʜʜ ��
マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ɹদా ๎ݾ

のͮ͘ΓΛࢧԉする༹มܗγϛϡϨʔγϣϯٕज़ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ɹଜ্ ا

超ԻスϖΫτϧ解ੳにΑる߹ܧखのඇഁյಛ性ධՁʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
機械工学ઐ߈ɹ थ
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༹ϝλラδʔにΑるʮͭͳ͙ʯٕज़のཧ解・ϞσϧԽͱͦの応用ʜʜʜʜʜʜ ��
マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ɹࢁԼ ਖ਼ଠ

ʮ5SBO4VQQPUʯֶ

ધഫ͔Βのਫத์ࣹࡶԻのւ༸ੜଶܥのӨڹʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹञҪ 

ધഫ・ւ༸ߏ造の่յڍಈの解໌ͱͦの༧ଌ・ࢭ・ճආʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹୢາ ߊ

࣓性にணͨ͠ίϯΫϦʔτ෦߯材のඇഁյࠪݕख๏ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹࣉᖒ ج

ిಈԽにݙߩするੈ࣍ϞʔλͱΠϯόʔλʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ɹ৽ޱ ঢ

/FX /PSNBM ஙߏγスςϜのڞ௨・ࣾձަ・ࢢの࣌ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹ༿ ݈ਓ

ઌಡΈγϛϡϨーγϣン

ඇఆৗرബؾମྲྀΕの解໌Λ௨ͨ͠৽͍͠ྲྀମྗֶのʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
機械工学ઐ߈ɹҴ༿ ࢘ڡ

ྲྀಈݱのҟৗݕঢ়ଶѲΛ࣮ݱするσʔλۦಈܕԻڹஅʜʜʜʜʜʜ ��
機械工学ઐ߈ɹ২ ߴ

తมԽΛ༧ଌするֵ৽త解ੳʜʜʜʜʜʜۭؒ࣌൫のྗֶ・ਫཧֶಛ性のؠ ��
附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗٿ૯߹工学ઐ߈ɹॹํ 

ਂڧԽֶशͱྲྀମྗֶの༥߹のࢼΈʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
機械工学ઐ߈ɹԬྛ رґ

Խٕज़の開発ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜߴ造のߏૅجる͑ࢧஙΛݐ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹத野 ଚ࣏

機γϛϡϨʔγϣϯにΑるද໘・ք໘性の解໌ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢉܭ ��
物理学系ઐ߈ɹ⅓ຊ ༤࣏

σʔλಉԽ๏Λ用͍ͨࣨڥのਪఆͱ੍ޚʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ɹদඌ ஐਔ߈Τωϧギー工学ઐڥ

͍ͬͨͳֶ͍

ੜମ機能分ࢠΛ用͍ͨόΠΦͱ工ֶの༥߹ڀݚのਪਐͱϞノ࡞Γʜʜʜʜʜʜʜ ��
附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターɹؠງ ݈࣏

ΦΩαΠυؾ૬๏にΑるߴ࣭・超ްບԽΨϦϜ݁থٕज़ʜʜʜʜ ��
ඒ ໜՂࠤɹӉ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
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ӷମۚଐのྲྀಈʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ͚ͨΤωϧΪʔ開発にੈ࣍ ��
ɹԭా ོ文߈Τωϧギー工学ઐڥ

ϤૉࢎԽࡎΛ׆用するԽਫૉのࢎԽతมٕज़ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
応用化学ઐ߈ɹਗ਼ ݠհ

লΤωࣾձ࣮ݱのݤΛѲる先ϫΠυΪϟοプಋମのڀݚ開発ʜʜʜʜʜʜʜ ��
物理学系ઐ߈ɹখྛ ਅ

ւมܗϝΧχズϜの解໌ͱ࣋ଓՄ能ͳւ͓؛Αͼւ؛ཧʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹࠤʑ ༐

ුମߏ造ཹのٱ性ධՁʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹ ਸߊ

ϫΠυΪϟοプಋମに͓͚るΩϟϦΞ༌ૹのཧ論ڀݚʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ɹాத Ұ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి

໔・੍ৼݐにద用する߯材Λ用͍ͨཤྺܕμϯύʔの開発ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹാத ༞ل

4PDJFUZ��� Λ͑ࢧるੈ࣍ύϫʔΤϨΫτロχΫスٕज़のڀݚ開発 ʜʜʜʜʜ ��
ɹӬ ਸฏ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜޚの解໌ͱ੍ݱスέʔϧに͓͚るք໘ྲྀମ༌ૹࢠݪ ��
附属ΞτϛッΫデβイン研究センターʗ機械工学ઐ߈ɹ౻ݪ 

ࢢ・Ҭに͓͚るྺ࢙తڥのอશ・׆用のͨΊのܭը論ߏஙʜʜʜʜʜʜʜ ��
ɹদຊ ߈Τωϧギー工学ઐڥ

ҬࢦσβΠϯのͨΊの֓೦ϞσϦϯάʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
機械工学ઐ߈ɹଜా लଇ

*P5 ϓϥοトϑΥーϜֶ

プラズマͱ࣭の૬࡞ޓ用ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ɹҏఉ野 ݈造߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి

࠭ࡂに対する༧ଌͱࢹɼ༧ٕज़にؔする࣮ફతڀݚ開発ʜʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹখઘ ޗܓ

ࣾձͱٕज़ͷ౷߹

密Խ・ॖࢢୀ・ଟ༷性ࠞࡏにڥॅ͚ͨͱۭؒࢢのܗʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹ੨ ਹ

༸্෩ྗ発ి͕ࣾձにड༰͞ΕるͨΊにʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹ൧ా ོਓ

ʮࠞࡶͱͪʯのݱΛཧͱσʔλのྗͰ解͖໌͔す ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
ɹҪ্ 文জ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
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ࢢ・ूམ・Ҭのྺ࢙తҬ文຺、Ոச์ͱڞಉମྖҬのؔʜʜʜʜʜʜ ��
ٿ૯߹工学ઐ߈ɹখౡ ݟ

ϑϡʔνϟʔ・σβΠϯのཧ論ਂԽͱྛݯࢿཧ分野の応用ʜʜʜʜʜʜʜ ��
附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗϏδωスΤンδχΞリンάઐ߈ɹᔹ্ Ώ͔Γ

খنਫಓのͨΊのαスςΠナϒϧͳҬڥσβΠϯに͍ͭͯのڀݚʜʜʜʜ ��
ਪਐセンターɹງ ͔͞ྲྀަࡍࠃ

���� ·Ͱのࣾձมֵに͚ࣗͨવڞੜγスςϜઃܭʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
య ɹদҪ߈Τωϧギー工学ઐڥ

ͦͷଞ

脆性機能材料に対するプラズマナノ製造プロセスの開発ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
附属精密工学研究センターɹ孫 栄硯

ਓ໊ࡧҾʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 66

ΩーワードࡧҾʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 68
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TechnoArena
ɹʮςΫノΞリーナʢ5echno"renaʣʯ、େࡕେ学工学研究Պの༗するઌ

的な研究γーズを׆かしͭͭも、ઐ߈やઐ分野のΈを͑たॊೈな体

੍を構築することにより、最高ਫ४のࡍࠃ的研究ڌのҭ成、分野ԣஅ型の

新学術分野の創ग़、産学࿈ܞ、およͼए手研究ऀのҭ成を一ؾ௨貫に実

現することを目指した、ଞにྨをݟない研究教ҭプラッτϑΥーϜです。

新しい横断型研究教育
プラットフォーム体制

工学研究科
・フューチャーイノベーションセンター

・テクノアリーナ運営委員会
・関連各室/委員会

協働研究所・
共同研究講座

各
附
属
セ
ン
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
攻

物
理
学
系
専
攻

応
用
化
学
専
攻

生
物
工
学
専
攻

応
用
自
然
科
学
科

マ
テ
リ
ア
ル
生
産
科
学
専
攻

機
械
工
学
専
攻

応
用
理
工
学
科

電
気
電
子
情
報

　
　
　
　通
信
工
学
専
攻

電
子
情
報
工
学
科

地
球
総
合
工
学
専
攻

地
球
総
合
工
学
科

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻

環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
科

研究・教育の分野横断と融合

大阪大学大学院工学研究科の新たな取り組み

既存の工学研究科の専攻・工学部の学科、附属センター組織

支
援
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TechnoArena CONCEPT
ςΫノΞリーナのίンセプτ

՝ۦಈ

社会的課題やニーズに応じた新学術領域の
開拓と研究開発を進めます。

ॊೈߏ造

研究テーマに応じた柔軟な実施体制を採り
ます。

研究課題やビジョンに沿った学
際的な研究開発を実施するとと
もに、国際的に認知される研究
拠点形成を進めます。

分野༥߹ͱֶࡍ性
Β͔ૅج

ࣾձ࣮·Ͱ

 研究成果を社会実装し、その中
から新たな研究課題を発見して
新たな基礎研究を進める「OU
エコシステム」を実践します。

Λڞֶ࢈
௨ͨ͡ਓ材ҭ

 産学官の連携・共創を基盤とし
た研究開発を推進できる次世代
リーダーの人材育成を支援しま
す。

STRUCTURE
ςΫノΞリーナの仕Έ

　テクノアリーナでは、研究開発タイプに応じて「最先端研究拠点部門」「インキュベーション部門」「若手卓
越支援部門」の３部門を設定しています。社会的課題やニーズに即応し、新たな学術領域を開拓していくため、
所属部局や専攻に関わらず、分野横断による柔軟な研究教育体制を採用しています。
　また、多様なステークホルダーとの連携や協働も含めて、SDGs 実現に資する研究教育活動も推進しています。

社会ニーズや社会的課題を踏まえ、
専攻を超えた分野融合と産学官連
携を通じた新たな学術領域と研究
開発分野を開拓

ΠϯΩϡϕʔγϣϯ෦
「イノベーション」「学術ピーク」「社
会共創」の３分野において拠点を
設置し、国際的あるいは社会的な
工学拠点の形成と最先端の新学際
研究分野を開拓

最先端研究拠点部門
卓越した若手研究者に対して、最
先端の研究活動の展開や先進的な
研究分野の開拓を支援し、次世代
の研究リーダーを育成

एखӽࢧԉ෦

横断型研究グループ形成
［連携融合型・
  大型プロジェクト準備型］

ベンチャー・
スピンオフ

産学官共創
コース

テクノアリーナ
大学院プログラム

各専攻 ・ 附属センター・他部局 ・ 
附置研究所 ・ 学外機関

オナー大学院
プログラム

インキュベーション部門

若手卓越支援部門

最先端研究拠点部門WPI
社会デザイン・
実践の革新

協働研究所
共同研究講座

イノベーション拠点

学術ピーク拠点 社会共創拠点

新学際研究拠点構築
［学術ピーク・イノベーション・
  社会共創等］

次世代リーダー育成
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ʲ Պ ֶ ٕ ज़ ల 開 分 野 ʳ

インΩϡϕーγϣン෦ ࿈ܞ༥߹型 12 άϧープ

　当グループは、医療・創薬・健康・バイオに
関連する様々な分野の研究者が、お互いの垣根
を超えて全世界的にネットワークを拡張し、有
機的に連携することで個々の研究者のアクティ
ビティーを高め、工学研究科だけでなく大阪大
学全体の活性化に貢献することを目標としてい
る。

ੜମŋόイΦֶ

　フォトニクスは光と物質の相互作用に関する
科学・技術である。フォトニクスはサイバーフィ
ジカルシステムを支える基盤技術として、種々
の物理センサー、低エネルギーの照明・通信・
情報処理、長期データ保存、生体分析、バイオ
イメージング・センシングなどに用いられてい
る。今、地球環境に配慮した健康的で安心安全
な暮らしの実現にとってフォトニクスは不可欠
であると考えられており、人々の生活をより良
い方向に変化させている。これがフォトニクス・
トランスフォーメーション（PX）である。本グ
ループでは光の基礎科学から、それを応用した
システムまで、異なる先端分野 X との積極的な
融合をはかることにより PX をさらに加速させ、
グローバルな問題を解決することを目標にして
いる。

ϑΥトχΫεɾηンγンάֶ

　日本の製造業を牽引してきたモノづくり力は、世界経済に
大きな影響を与え続けている。しかしながら、少品種・大量
生産はコモディティ化し、多品種・少量生産、さらにはマス
カスタマイゼーションへとモノづくりシステムの高付加価値化
が進み、世界のモノづくりの地図は変遷期を迎えている。本
リサーチアリーナの「デジタル造形工学」では、ドイツ「Industrie 
4.0」、日本「Society5.0」などの第 4 次産業革命に向け、
IoT、人工知能 (AI)、ビッグデータ解析、サイバー・フィジカ
ル空間の高度な融合を基盤に、金属・セラミックス・高分子・
バイオ 3D プリンティング (Additive Manufacturing) や最先端
デバイス化プロセスに代表されるデジタル技術を駆使した新
しいモノづくりを提案する。そのためには、計算機設計シミュ
レーション、3D/4D 設計、マテリアル開発、マテリアル製造
プロセス、加工・接合、品質管理システムまでを包含し、デ
ジタルトランスフォーメーション（DX）を加速化しつつ、モ
ノづくりの最先端研究を科学するための挑戦を続ける。

σδλϧֶܗ

　持続可能社会の実現と経済性の両立には、高
機能・高付加価値材料の開発が強く望まれる。
そのためには、既存の枠にとらわれない新材料・
新機能の創出、および画期的な設計・合成・変換・
製造・生産法の開発が必要である。
　本グループでは、マテリアルを原子の集合体
として捉え、さまざまな元素をマニピュレート
することで元素戦略に立脚した新たな材料の創
出を目指す。さらに、分子やその集合体を自在
にデザインし、新たな化学反応や機能発現に向
けて、実験とシミュレーションを駆使した分野
横断的研究を推進する。原子、分子、およびそ
の集合体のマルチスケールな物性、合成、応用
に関連した多様な未来型要素技術の開発を柱に、
基礎科学と社会のニーズとシーズの両面に応え
る取り組みを行う。

ֶσβインࢠૉઓུŋݩ

12 Osaka University



ʲ 工 ֶ 応 用 連 ܞ 分 野 ʳ

　1956 年ニューヨーク北部のダートマス会議
において人工知能 (AI) という学術研究分野が確
立され、それ以来、様々な研究が進められ、近
年では機械学習やディープラーニングなどの手
法が、脳科学や計算機の発展と相まって飛躍的
に注目されてきている。一方で「知能」にはま
だまだ謎が多い。脳を持っている生物に対して
はもちろんのこと、そもそも脳神経をもってい
ない生き物にも知能の存在が感じられ、その知
能をも含めた「知能の源泉」を探る研究も進め
られている。おそらく近い将来、「いきもの」の
知能の源泉と「人工物」の AI との流れがシーム
レスに共創し渾然一体化するものと期待され、
それが実現されたとき、真に知的な人工物が生
まれるにちがいない。

͍͖ͷ ‒"* ֶڞ
　農業関連産業に関わる生物工学（バイオテク
ノロジー）であるアグリバイオは、「食糧」、「健
康」、「環境」など SGDs に関わる多くの問題の
解決に重要であるが、既存の学問分野だけでは
限界がある。本学の生物工学研究・国際交流の
実績を踏まえ、化学・物理・機械・材料・電子
情報・環境等工学研究科のインテリジェンスと
の X（クロス）、さらには、ELSI（倫理的・法的・
社会的課題）にも考慮した、真に SDGs に貢献
する「インテリジェントアグリ工学」分野の研究・
教育を推進する。また、他大学・研究機関との
連携を図る。

インςϦδΣントΞάϦֶ

　人口減少や超高齢化の進行、激甚化する自然
災害に加え、COVID－19 のパンデミックを受
けて、日々の移動の在り方が問い直されてい
る。大量輸送や移動の速達性を指向する従来型
の交通システムから、社会の様々な立場や価値
観の人々を包摂し、安全・安心、レジリエン
ト、かつ脱炭素やニューノーマル時代の要請
に対応した持続可能なモビリティシステムへ
の移行が求められている。こうした要請の下、
｢TranSupport ｣ 工学では、最先端技術を活か
しつつ問題解決型のデザイン思考のもとに多様
な分野と連携し、人々の生活の質（QoL）や幸
福感を高め、都市・地域および海洋に跨る社会
経済活動を支援するモビリティシステムを創成
することを目標に実践的な研究を進める。

ʮ5SBO4VQQPSUʯֶ

　溶接・接合技術は、自動車・船舶・鉄道車両
などの輸送機器、電力・石油・化学プラントや建
築・橋梁・パイプラインなどの社会インフラ、家
電・エレクトロニクスなど、広範な分野で、もの
づくりの基盤技術として広く利用されている。こ
れらの業界は、SDGs を達成するために、新材料
を導入した新しい製品が性能要件を確実に満足
させることの課題に直面している。この課題を解
決するためには、データサイエンスを駆使し、溶
接・接合に関するプロセス、材料科学、構造設
計の観点で統合的に取り組む必要がある。「つな
ぐ工学」分野では、統合型接合学という新しい学
問領域に基づく研究活動を通じて人材育成も実
施する世界で唯一無二のジョイニング教育研究
環境である「イノベーティブ・ジョイニング教育
研究拠点」を形成し、この取り組みを実践する。

ͭͳ͙ ֶ
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　IoT、AI 技術を活用した次世代サイバーフィ
ジカルシステムを実現するキーコンポーネント
として、エッジノード・エッジコンピューティ
ング技術が注目されている。我々の身の回りの
様々な物理環境情報や生体情報を高精度かつ高
効率にセンシングし、取得した情報をクラウド・
データセンターで演算処理し、そして我々の現
実世界へフィードバックするものである。本研
究領域では、IoT エッジノード関連技術に着目し、
その構成要素であるセンサ技術、集積回路（LSI）
設計技術、そしてエネルギー生成・制御管理技
術に関する研究開発に取り組む。より豊かな、
より便利な、安全・安心な社会の実現に向けた
集積エレクトロニクス研究開発を推進する。

*P5 ϓϥοトϑΥーϜֶ

　近年、電子計算機と計算アルゴリズムは目覚ましい
発展を遂げている。計算機の速度は 4 年に 10 倍のペー
スで速くなり、囲碁や将棋の勝負では人間が計算機に
かなわなくなってきている。また、既に銀河の衝突、天
気予報、地震波、津波の伝播等の自然現象から、飛行
機、列車の空気抵抗、自動車の衝突実験、新物質の設計、
はたまた経済の動向までさまざまな自然現象や人類の
活動に対して計算機シミュレーションを用いた予測が
可能となってきた。さらにコンピューターグラフィック 
(CG) やバーチャルリアリティー (VR) 技術などを融合す
ることで人の知能や感性を補完し、ビッグデータの分
析からさまざまな対象物の未来における変化の把握と、
未来予測への展開も実現しつつある。本グループでは、
更なるシミュレーション技術の進化、融合、創成を通し
て、これからの未来社会に向けてより人類が暮らしやす
い社会の構築や、より人間らしい暮らしの実現を目指す。

ઌಡΈγϛϡϨーγϣン

　工学が生み出す様々な技術は、製品やサービ
スなどの人工物として社会や生活の隅々に行き
渡り、今日の豊かさを支えている。とは言え、
技術の進展は研究領域の細分化を要請する一方
で、SDGs が象徴するように、それぞれの技術
の具体である人工物が様々な社会課題の遠因と
なっている状況も散見され、各課題が背後で連
関する複合化も進んでいる。
　本グループでは、複雑化した社会と細分化し
た技術との関係、それらの総体に対して、各種
の要因が織りなす多様な関係をシステムオブシ
ステムズとしてとらえ、俯瞰的な視点のもとに
両者が健全に統合されて、新たなデザインやイ
ノベーションが生み出されていく未来、それに
資する工学のあり方、技術開発のあるべきすが
たを展望していく。

ࣾձͱٕज़ͷ౷߹

　本研究グループは、水、空気などの環境資
源、食糧やエネルギーを含めたあらゆる資源を
徹底的に有効利用するための技術群とシステム
を、ハード（装置、材料など）、ソフト（社会制
度設計、評価手法など）の両面から開発し、持
続可能な社会の構築に貢献することを目指して
いる。3R（Reduce、Reuse、Recycle）に加え
Repair/Renovation、Recovery など多様なアプ
ローチによる “ 資源循環 ”、需要と供給の両面
からエネルギーを使いつくすシステムの確立に
よる “ 脱炭素 ” への挑戦、人の生存の根源を支
える自然と調和した産業や暮らしによる “ 共生 ”
が主な研究課題といえ、それらの有機的連携に
より真に持続的な知的社会の構築に向けた多様
な工学研究を展開する。

ͬ ͍ͨͳֶ͍
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ࣾձͱٕज़ͷ౷߹

ͦͷଞ

*PU ϓϥοトϑΥーϜֶ

ͬ ͍ͨͳֶ͍

ઌಡΈγϛϡϨーγϣン

ʮ5SBO4VQQPSUʯֶ

ͭͳֶ͙

͍͖ͷ－"* ֶڞ

インςϦδΣントΞάϦֶ

ૉઓུݩ ŋࢠσβインֶ

σδλϧֶܗ

ੜମŋόイΦֶ

ϑΥトχΫεɾηンγンάֶ

ʦΠϯσοΫスのํݟʧ
各ページ外側に縦に並んでいる 12 個の
キーワードは、大阪大学大学院 工学研
究科 テクノアリーナの「インキュベー
ション部門 連携融合型」のグループを
示しています。各グループの詳細は、
P12-14 をご覧ください。
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ϑΥτχοΫナノδΣοτΛ用͍ͨ
超ඍࡉϨʔβ加工

্野ݪ  U&N0)"R" 5TVUoNV

機械工学ઐ߈ 助教
౷߹ઃܭ学࠲ߨ�φϊՃ工ܭଌ学ྖҬߴ�୩ɾਫ୩研究ࣨ

wܘマイΫロϝーτϧのマイΫロٿにレーβをরࣹすること
でൃੜするϑΥτχッΫナノδΣッτのখさいϏーϜܘかͭ
いൖڑといͬたಛҟな光学ಛ性をඍࡉ加工に応用。

w光のճંݶքよりもখさいඍࡉな加工͕可能であることを実
ূ。

wマイΫロٿにೖࣹする光のৼ෯やҐ૬の੍ޚをۦしたϑレΩ
γϒϧなϑΥτχッΫナノδΣッτ੍ޚ技術を։ൃத。

w現ࡏ、ϑΥτχッΫナノδΣッτを用いた加工技術にとͲまら
ͣ、新たなܭଌ技術の応用にฃಆத。

Ϩʔβ加工、ナノςΫノロδʔ、ޫ応用ٕज़

応用分野 高機能デバイス࡞製分野、ܭଌ分野

論文・解説等
[1] 上野原 ਫ୩ 高୩ 精密工学ձࢽ 86(1) 113-119 (2020)
[2] T Uenohara et al., Precision Engineering, 60 274-279 (2019)
[3] T Uenohara et al., CIRP Annals - Manufacturing Technology, 66(1) 491-494 (2017)

連絡先 URL http://www-optim.mech.eng.osaka-u.ac.jp

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ύϧス /E�:"( ϨʔβʔにΑる
L*' 分ޫ 1L% ບ L*#4 分ੳ

ԡ ೡ 0S)*,"N& :aTVTIJ

物理学系ઐ߈ 助教
精密工学ܭࢠྔ�࠲ߨଌྖҬ�ഡ研究ࣨ

NEɿ:"G レーβーのύϧス光ʢ10)[ʣを用いて、レーβー༠ى
光ʢ-*'ʣ分光、ύϧスレーβーଯੵʢ1-%ʣ法やレーβー༠ܬ
'*-。研究しています、ࢪઈԑഁյ分光ʢ-*#Sʣを実ى 分光で
体やӷ体のݻ -*' %-ͼաಛ性அを、1ٴଌܭ 成ບで௨ৗ成
ບ͕ࠔ難な化金属ബບの創成とその光との૬࡞ޓ用をి࣓γ
ϛϡレーγϣンもؚΊて行なͬています。-*#S 分ੳでྔݕઢ
ෆཁの C'--*#S に目し、ݩૉ成ධՁとその࣌ܦม化モχタ
リンάを目指しています。ࡕେ研究基൫ڞ用機੍ث度およͼࡕಸ
機ڞث用ωッτワーΫ S)"3& にࢀըしており、学֎からの上
。૬ஊにର応いたしますݧ࿈の実ؔه

L*' 分ޫ、1L% ບ、L*#4 分ੳ、Ϩʔβʔੜプラズマ、
ث用機ڞ൫جڀݚେࡕ

応用分野 ଠཅిɾ光৮ഔɾԆܬ光ɾੜ化学ɾ半導体物理ɾ分ࢠや結晶の応աఔ等の։
ൃɾ研究、機能性ബບの創成、プラズマ分光

論文・解説等 [1] Y.Oshikane LIBS-2020, Poster Session2 2� (2020).
[2] Y.Oshikane Proc. of SPIE 11089 (2019).

連絡先 URL https://hanna-nw.org/

հऀڀݚ
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ϑΥτχοΫナノδΣοτΛ用͍ͨ
超ඍࡉϨʔβ加工

্野ݪ  U&N0)"R" 5TVUoNV

機械工学ઐ߈ 助教
౷߹ઃܭ学࠲ߨ�φϊՃ工ܭଌ学ྖҬߴ�୩ɾਫ୩研究ࣨ

wܘマイΫロϝーτϧのマイΫロٿにレーβをরࣹすること
でൃੜするϑΥτχッΫナノδΣッτのখさいϏーϜܘかͭ
いൖڑといͬたಛҟな光学ಛ性をඍࡉ加工に応用。

w光のճંݶքよりもখさいඍࡉな加工͕可能であることを実
ূ。

wマイΫロٿにೖࣹする光のৼ෯やҐ૬の੍ޚをۦしたϑレΩ
γϒϧなϑΥτχッΫナノδΣッτ੍ޚ技術を։ൃத。

w現ࡏ、ϑΥτχッΫナノδΣッτを用いた加工技術にとͲまら
ͣ、新たなܭଌ技術の応用にฃಆத。

Ϩʔβ加工、ナノςΫノロδʔ、ޫ応用ٕज़

応用分野 高機能デバイス࡞製分野、ܭଌ分野

論文・解説等
[1] 上野原 ਫ୩ 高୩ 精密工学ձࢽ 86(1) 113-119 (2020)
[2] T Uenohara et al., Precision Engineering, 60 274-279 (2019)
[3] T Uenohara et al., CIRP Annals - Manufacturing Technology, 66(1) 491-494 (2017)

連絡先 URL http://www-optim.mech.eng.osaka-u.ac.jp

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ύϧス /E�:"( ϨʔβʔにΑる
L*' 分ޫ 1L% ບ L*#4 分ੳ

ԡ ೡ 0S)*,"N& :aTVTIJ

物理学系ઐ߈ 助教
精密工学ܭࢠྔ�࠲ߨଌྖҬ�ഡ研究ࣨ

NEɿ:"G レーβーのύϧス光ʢ10)[ʣを用いて、レーβー༠ى
光ʢ-*'ʣ分光、ύϧスレーβーଯੵʢ1-%ʣ法やレーβー༠ܬ
'*-。研究しています、ࢪઈԑഁյ分光ʢ-*#Sʣを実ى 分光で
体やӷ体のݻ -*' %-ͼաಛ性அを、1ٴଌܭ 成ບで௨ৗ成
ບ͕ࠔ難な化金属ബບの創成とその光との૬࡞ޓ用をి࣓γ
ϛϡレーγϣンもؚΊて行なͬています。-*#S 分ੳでྔݕઢ
ෆཁの C'--*#S に目し、ݩૉ成ධՁとその࣌ܦม化モχタ
リンάを目指しています。ࡕେ研究基൫ڞ用機੍ث度およͼࡕಸ
機ڞث用ωッτワーΫ S)"3& にࢀըしており、学֎からの上
。૬ஊにର応いたしますݧ࿈の実ؔه

L*' 分ޫ、1L% ບ、L*#4 分ੳ、Ϩʔβʔੜプラズマ、
ث用機ڞ൫جڀݚେࡕ

応用分野 ଠཅిɾ光৮ഔɾԆܬ光ɾੜ化学ɾ半導体物理ɾ分ࢠや結晶の応աఔ等の։
ൃɾ研究、機能性ബບの創成、プラズマ分光

論文・解説等 [1] Y.Oshikane LIBS-2020, Poster Session2 2� (2020).
[2] Y.Oshikane Proc. of SPIE 11089 (2019).

連絡先 URL https://hanna-nw.org/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ҩྍݱΛࢧԉする
ϑΥτχΫス分ܭࢠଌٕज़

ত߁ ຊ۽ ,U.".050 :aTVaLJ

物理学系ઐ߈ 助教
Ԡ༻ཧ学࠲ߨ�φϊϑΥτχΫεྖҬ�౻ా研究ࣨ

wҩ学෦での 4 ؒの研究ɾ教ҭݧܦを׆かし、ҩྍ現を支援
するスϖΫτϧܭଌ技術、イϝーδンάܭଌ技術を։ൃத。

wੜ体分ࢠとڧく૬࡞ޓ用するࢵ֎ઢを׆用したಠࣗの分光イ
ϝーδンάܭଌ技術を։ൃし、ੜ体৫やଟࡉ๔のதの͕んࡉ
๔をすやくൃݟ。

wੜ体分ࢠからੜͣるラマンࢄཚ光を׆用した分光ܭଌ技術
を։ൃし、ࢹೝࠔ難なধਆܦやපม৫をલॲ理ͤͣݕ。

wҩࢣらとも࿈ܞしな͕ら֎Պ手術ࣨやප理ࣨࠪݕなͲのҩྍ現
でຊにཱͭ機ثを։ൃத。

機ث開発、分ޫ分ੳ、分ࢠΠϝʔδϯά、ҩྍஅ

応用分野 ҩྍɾϔϧスέΞ分野、創ༀؔ࿈

論文・解説等
[1] Y. Kumamoto et al., J. Phys. Chem. B 123(12) 26�4-2661 (2019).
[2] Y. Kumamoto et al., Sci. Rep. 7 84� (2017).
[3] Y. Kumamoto et al., Adv. Opt. Mater. 7(�) 1801099 (2019).

連絡先 URL https://Masie.ap.eng.osaka-u.ac.jp/home@j.htmM

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

୯Ұඍคཻࢠ೩মに͓͚る
೩মੜに対するޫֶܭଌ

ᖒా ৾ S"8"%" SIJnya

機械工学ઐ߈ 助教
ྲྀಈଶ学࠲ߨ�೩ম工学ྖҬ�দ研究ࣨ

ेЖ͕ܘཻ m のେ͖さのඍค͕、ൃش分์ग़から೩মまで
の ms ఔ度のؒ࣌でىこる現の研究をしています。高い࣌
ؒɾۭؒ分ղ能͕ඞཁなたΊ、高度Χϝラ、࡞ಈڑݦඍڸ、
10 k)[ NE::704 レーβーなͲのஔを用いています。バッΫラ
イτࡱӨ、レーβー༠ܬى光法ʢ-*'ʣなͲのܭଌ手法によͬて、
単一のඍคཻ͕ࢠ೩মすると͖のԹ度、化学छやすすの分を
可ࢹ化すること͕で͖ました。現ࡏ、構築した手法を用いて
ૉΤωϧギーの一ͭとしてண目されているΞンモχΞとのࠞম
。ಈにͭいてௐていますڍのඍคの೩ম࣌

ଌܭ૬ྲྀ、ඍค、Ϩʔβʔࠞؾݻ

応用分野 Ϙイラー、ൃ ి

論文・解説等
[1] Shinya Sawada Energy & Fuels 4–10(2020) 12918–1292�.
[2] Shinya Sawada Journal of Thermal Science and Technology 16–1(2021) JTST0011.
[3] ᖒా৾ ຊ機械学ձจू 87–898(2021) 20-00422-20-00422.

連絡先 URL http://www-comCu.mech.eng.osaka-u.ac.jp/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ແઢ௨৴のͨΊの
౷ܭత৴߸ॲཧͱ機ցֶशの༥߹

ւ ڮߴ 5",")"S)* 5aLVNJ

助教 ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
௨৴γεςϜ工学࠲ߨ�ϫΠϠϨεγεςϜ工学ྖҬࡾ�ළ研究ࣨ

w*o5 ࣾձをԼ支͑するใ基൫として、ଟのをಉ࣌に
ωッτワーΫଓするたΊの無ઢ௨৴技術を։ൃ。

wଟセンαからのখ༰ྔデータを౷߹ɾదにॲ理し、の
Ґஔใやಈଶใを取ಘするڥೝ技術を։ൃ。

w౷ܭ的ਪと機械学शを༥߹し、従来のモデϧۦಈઃܭとデー
タۦಈઃܭをΈ߹Θͤた新しいΞϧΰリズϜ։ൃのΈを
。౼ݕ

wا業とのڞಉ研究を௨して、େنγϛϡレーγϣンや実ূ実
によるධՁを行い、基ૅ研究にཹまらない実用可能な技術とݧ
しての研究։ൃをਐΊる。

ແઢ௨৴工ֶ、ใཧ論、ଟݩ࣍৴߸ॲཧ

応用分野 無ઢ௨৴分野、データマイχンά分野、スマーτ*o5分野

論文・解説等
[1] D. Shirase T. Takahashi et al., IEEE GLOBECOM 2020 Dec. 2020.
[2] L. Wang T. Takahashi et al., IEEE Access 8� 200383-200394 2020.
[3] T. Takahashi et al., IEEE Transactions on Communications 67(3)� 1986-2001.

連絡先 URL http://www2a.comm.eng.osaka-u.ac.jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

9 ઢݦඍ分ޫ๏Ͱ解͖໌͔す
࣭・材料தのԽֶঢ়ଶ分

ࢢ ହஉ 5",&*$)* :aTVo

附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗ物理学系ઐ߈ 助教
Ԡ༻ཧ学࠲ߨ�ઌੑ工学ྖҬ�খ研究ࣨ

9 ઢをͬたݦඍڸ技術に์ࣹ光 9 ઢを用いた 9 ઢٵऩ分光
法をΈ߹Θͤると、金属ݩૉのՁ、༗機材料の能基、
分ࢠ配や࣓ؾ状ଶの分を可ࢹ化すること͕で͖ます。ۭ
ؒ分ղ能े nm からЖ m、ࢹ野Ж m ʙ cm、ܰݩૉに
හײなೈ 9 ઢから߭物にదしたߗ 9 ઢまで、さま͟まな 9 ઢ
ܭ技術と౷؍ඍ分光法の技術を༗しています。これらのݦ
ղੳや機械学शをΈ߹Θͤて、材料の機能をൃ現するしく
Έや物࣭தで化学応͕ൖするようすをղ͖明かします。

9 ઢݦඍڸ、マϧνスέʔϧ、ݦඍ分ޫ、์ࣹޫ

応用分野 ࣓性体、༗機材料、ٿ֎物࣭

論文・解説等
[1] Y. Takeichi et al., Rev. Sci. Instrum. 87 013704 (2016).
[2] Y. Takeichi et al., Microsc. Microanal. 24(Suppl 2) 484 (2018).
[3] ࢢହஉ ࠪ型ಁաXઢݦඍڸの新ల։ 応用物理 89(9) �09 (2020).

連絡先 URL https://nano-ap.eng.osaka-u.ac.jp/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ޫʵ分ࢠʕݩ࣍ナノ材料の૬ޓ
用Λར用ͨ͠Ψスセϯγϯάٕज़࡞

ాാ ത࢙ 5"#"5" )JSoTIJ

助教 ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
ΤϨΫτϩχΫεࡐྉ࠲ߨ�φϊϚςϦΞϧΤϨΫτϩχΫεྖҬ�ยߒޫࢁ研究ࣨ

wナノΧーϘンʢΧーϘンナノνϡーϒ、άラϑΣンʣやଞの 2
状物࣭ʢ.oS2ݩ࣍ なͲʣのもͭڊେなൺද໘ੵや、༏れた
導ಛ性ɾ光物性に目し、これらナノ材料のද໘、ҟछؾి
ナノ材料ؒのք໘、ෳ߹構造をར用した、高ײ度でফඅి
ྗなガスセンαの։ൃ。

w単 .oS2 に光রࣹすることによͬてガス分ࢠのٵணɾを
ଅਐし、ガスೱ度のリΞϧタイϜモχタリンάにదした高応
を実現。

w現ڥ、ࡏԚછガスやੜ体ガスをターήッτに、高い分ࣝࢠผ
性をͬ࣋たガスセンαの実現を目指している。

ナノΧʔϘϯ、� 材料、Ψスセϯαݩ࣍

応用分野 ҩྍɾϔϧスέΞ分野、ڥモχタリンά分野、スマーτデバイス։ൃ

論文・解説等
[1] H. Tabata et al., ACS Nano 1� 2�42-2��3 (2021).
[2] H. Tabata et al., ACS Appl. Mater. Interfaces 10 38387-38393 (2018).
[3] H. Tabata et al., Applied Physics Express 7 03�101 1-4 (2014).

連絡先 URL http://nmc.eei.eng.osaka-u.ac.jp/inEeY@j.htmMɹ

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ϗૉத性ัࢠଊྍ๏のͨΊの
ӷମݮܕத性ࢠスϖΫτロϝʔλʔの開発

ޛஔ ਅۄ 5".",* SIJngo

助教 ߈Τωϧギー工学ઐڥ
Ԡ工学ྖҬ�ଜా研究ࣨࢠྔ�࠲ߨΤωϧΪー工学ࢠྔ

ϗ  ૉ த 性 ࢠ ั ଊ ྍ 法ʢ#oron Neutron Capture 5herapZ 
#NC5ʣத性ࢠを׆用したըظ的な͕んྍ࣏法です。#NC5 の
研究ҩྍ分野やༀ学分野、物理学分野のྖҬに෯くΘたりま
す͕、ࢲそのதでも物理学分野の、#NC5 を実ࢪするたΊの
ஔである加ثத性ݯࢠ։ൃにؔする研究を行ͬています。この
研究のதで、রࣹされるத性ࢠのΤωϧギーやরࣹ分をଌఆ
することऀױのํのෆཁなඃくをݮし、ޮ的なྍ࣏を
行う上でۃΊてॏཁです。そこでࢲ #NC5 用加ثத性ݯࢠで
রࣹされる #NC5 用த性ࢠのΤωϧギーをଌఆするたΊのஔ
։ൃをओとして行ͬています。

/FVUSPO TQFDUSPNFUFS #POFS TQIFSF VOGPMEJOH 
#BZFT UIFPSFN

応用分野 ֩༥߹、த性ࢠイϝーδンά

論文・解説等
[1] S. Tamaki et al. Nucl. Instr. and Meth. A, 940 (2019): 43�-440.
[2] S. Tamaki et al. Radiation Protection Dosimetry, 180 1–4 (2018): 300–303.
[3] S. Tamaki et al. Nucl. Instr. and Meth. A, 870 (2017): 90–96.

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seeRr/seeRr/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ύϧスϨʔβΛ用͍ͨۃ
()[r5)[ ଳのԻڹ・࣓性ܭଌ

ٱอ ന N"(",U#0 "LJSa

附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗ物理学系ઐ߈ 助教
精密工学ܭࢠྔ�࠲ߨଌྖҬ�Ԯ研究ࣨ

w 光とԻʢレーβとԻʣをۦしたಠࣗのܭଌ技術を։ൃ
w ナノ材料ɾG)[ ଳのৼಈ現をྭݕىग़
w Թ度 10 ʙ 600 ,、最େ � 5 の高࣓ԼでԻや性ఆをਖ਼֬にܭଌ
w ଌܭҬにお͚る࣓化ৼಈからྖؒ࣌ダンϐンάఆや࣓化をؾ࣓
w 金属、ѹి体、࣓性体なͲナノബບやダイヤモンド、タンάスςンΧー

バイドなͲߗ材料͕ओなର
w スマϗの無ઢ௨৴用ϑΟϧタのಛ性ղ明と材料։ൃにݙߩ
w 光よりも͕いԻによͬて高ײ度なバイΦセンαの։ൃやナノ

ワイヤのഁஅաఔのモχタリンά応用

ബບ、セϯα、性ఆ、スマʔτϑΥϯ、スϐϯτロχΫス

応用分野 スマーτϑΥン、バイΦセンα、ඇഁյࠪݕ

論文・解説等
[1] A. Nagakubo et al., Appl. Phys. Lett. 116 021901 (2020).
[2] A. Nagakubo et al., Appl. Phys. Express 13 016�04 (2020).
[3] A. Nagakubo et al., Appl. Phys. Lett. 114 2�190� (2019).

連絡先 URL http://www-Rm.prec.eng.osaka-u.ac.jp/pmwiki/pmwiki.php/.emCer/NagakuCo

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

Ϩʔβʔྍ࣏؞のͨΊの
ըٕज़ܭྍ࣏

ଜ ོ N*S)*.UR" 5aLaIJSo

助教 ߈Τωϧギー工学ઐڥ
ϏーϜԠ༻工学ྖҬ�҄研究ࣨࢠྔ�࠲ߨΤωϧΪー工学ࢠྔ

光ઢྗ学ྍ法ʢ1%5ʣなͲのレーβー光রࣹによるྍ࣏؞、ଁ
ظ͕ٴのීޙࠓ、法としてྍ࣏機能をԹଘ性͕高いޮ的なث
されています。一ํで、ඪ४化ྍ࣏としてఆணするまでに՝
͕あります。そのͻとͭとして、ྫ͝とにҟなるजᙾҐஔやα
イズにରして、最దなレーβー光রࣹ݅をܾఆする手法ཱ͕֬
されていないことにあります。ຊ技術で、ੜ体৫தの光ൖ
と光ٵऩによるࡴजᙾաఔをモデϧ化により、そのޮྍ࣏Ռをਪ
ఆで͖ます。術લܭྍ࣏ըによる҆全かͭޮ的なレーβー࣏؞
ྍのαϙーτにͭな͕ります。

Ϩʔβʔྍ࣏、ޫ ޫ、ཚࢄ、ੜମ৫、ྍ࣏ ઢྗֶྍ๏ 	1%5


応用分野 ҩྍɾϔϧスέΞ分野

論文・解説等
[1] Takahiro Nishimura et al., Lasers in Medical Science 3�:1289–1297 (2020).
[2] ଜ Լ ҄ ຊレーβーҩ学ձࢽ 2020-2021 ר 41 1 ߸ p. 37-43.
[3] Yu Shimojo et al., Journal of Biomedical Optics 2�(4):04�002 (2020)

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seemC/seemC/inEeY.htmM
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ࠪτϯωϧݦඍڸΛ用͍ͨ分ࢠ
ϨϕϧͰのΩラϧೝࣝ機ߏの解໌

෦ ຏ )"550R* 5aLVNa

物理学系ઐ߈ 助教
精密工学ޚ੍ࢠݪ�࠲ߨϓϩセεྖҬݪ܂�研究ࣨ

ࣗવքに、Ωラϧをもͭ分͕ࢠଟくଘࡏしており、分ࢠのΩ
ラϧೝ͕ࣝੜ化学応の応機構にॏཁなӨڹをٴ΅す。そのৄ
、用をௐるඞཁ͕ある。そこで࡞ޓでの૬ࢠな理ղに単一分ࡉ
Ωラϧೝࣝ機構の単一分ࢠレϕϧからのղ明を目指し、ࠪτン
ωϧݦඍڸでΩラϧ分ࢠを単一分ࢠレϕϧで؍している。また、
୳૿ڧラマンࢄཚやτンωϧిྲྀ༠ൃى光で、分ࢠのৼಈモー
ドやൃ光スϖΫτϧをಘることでΩラϧࣝผにཱてている。
ক来的にこれらのଌఆ系をར用して、単一分ࢠレϕϧでのスϐ
ンをݕग़することを目指している。

ࠪτϯωϧݦඍڸ、୳૿ڧラマϯࢄཚ、ΩラϦςΟʔ、ɹ
ԁภޫ発ޫ

応用分野 創ༀؔ࿈、ϑΥτχΫスデバイス

論文・解説等
[1] T. Hattori et al., Journal of Physics: Condensed Matter, IOP Science, 31� 2��001-1 –6 2019
[2] T. Hattori et al., Physical Review Materials, American Physical Society 2� 044003-1 –7 2018
[3] T. Hattori et al., Surface Science, Elsevier 6��� 1-6 2017

連絡先 URL http://www-ss.prec.eng.osaka-u.ac.jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ॊೈͳޫແઢ༥߹ܕωοτϫʔΫ

野 େհٱ )*S"N0 %aJTVLF 

助教 ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
௨৴ωοτϫーΫ工学࠲ߨ�ϑΥτχοΫωοτϫーΫ工学ྖҬ�ؙా研究ࣨ

w光৴߸ૹからωッτワーΫリιース੍ޚまで෯く研
究に取りんでいます。

w高ޮɾίスτな光ωッτワーΫの実現を目指します。
w最ۙで、࣌ࡂのਝな௨৴ωッτワーΫの෮چを目

指す光無ઢ༥߹型γスςϜの研究をਪਐしています。
w௨৴ΩャリΞやిؾ機ثϝーΧーとڞಉ研究を実ࢪத。

˰学術と実用の྆໘をඋ͑る産学࿈ܞ的な研究׆ಈをਪ
ਐしています。

ϑΥτχοΫωοτϫʔΫ、σδλϧ৴߸ॲཧ、�(、*P5

応用分野 ௨৴ωッτワーΫ分野、センγンά分野、モバイϧίンϐϡーςΟンά分野

論文・解説等
[1] D. Hisano et al., IEEE J. Selected Areas in Commun 36(11) 2�08-2�17. 2018.
[2] S. Shibita et al., IEEE Photonics Journal, 13(1) 1-1�. 2021.
[3] H. Takano et al., IEEE Vehicular Technology Conference (VTC2021-Spring).

連絡先 URL http://wwwpn.comm.eng.osaka-u.ac.jp/home/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

発ੜͱ࣬පにؔする
όΠΦϑΥτϝΧχΫスڀݚ

松﨑 賢寿 ."5SU;",* 5aLaIJTa

附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗ物理学系ઐ߈ 助教
Ԡ༻ཧ学࠲ߨ�ࢠϑΥτχΫεྖҬ�٢研究ࣨ

されݟで͖ること͕ൃޚさで੍ߗ๔の分化ӡ໋͕のࡉװ
ʢ%ischer et al. Cell 2007ʣ、ࢲଁൃثੜや࣬ප化を࢘るྗ学ಛ
性とその分ݯىࢠを明らかにしたいと͑ߟています。؊ଁのछ͕
ʢਤݧܦΉのྗ学ಛ性をղ明した B・ֶৼ 1%・論文 �ʣに基
͖ͮ、ଟ༷なଁثのΈのߗさをܭଌする技術։ൃをਐΊていま
すʢਤ C・+45 発 ����ʣ。取ಘしたߗさใ、光応で材料
上にプリンτΞτしてଟଁൃثੜを一ڍにଅします。バイΦロ
δーɾϑΥτχΫスɾϝΧχΫスの༥߹ྖҬをօさんとาんでい
͖たいです。

ιϑτマλʔのཧ、ଁث発ੜ、͕Μ࣬ප、ޫϐϯセοτ、
ব๏ׯޫ

応用分野 ͕、ੜҩྍ࠶さに基ͮくߗ んྍ࣏、ϝΧノバイΦϑΥτχΫス

論文・解説等
[1] Takebe...Matsuzaki...YoshikawaTaniguchi Cell Stem Cell 201�.
[2] Matsuzaki...Yoshikawa...Takebe Stem Cell Reports 2018.
[3] Matsuzaki...Takebe Yoshikawa iScience 2022.

連絡先 URL https://researchmap.jp/7000026401

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ଟにΑる
セϯγϯάٕज़の開発ؾ

ా ༗ر 8"%" :VVLJ

助教 ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
γεςϜɾ੍ޚ工学࠲ߨ�センγンάγεςϜྖҬڇ�ඌ研究ࣨ

ήリラ߽Ӎやઢ状߱ਫଳといͬたؾ現࣌としてେن
なࡂをもたらすことから、そのਖ਼֬な؍ଌɾ༧ଌ͕ࣾ
ձ的にॏཁとなͬています。ࢲϑΣーズドΞレイؾレー
ダをத৺としたిによるੈ࣍のリモーτセンγンά技
術の研究։ൃを行いͭͭ、さらに高Τωϧギーཻࢠを用い
た全く新しいؾセンγンά技術をΈ߹Θͤることで、
ੵཚӢのൃୡやམཕといͬたۃؾ現のよりਖ਼֬な؍
ଌɾ༧ଌ手法の։ൃを行ͬています。

ଌܭଌ、ిܭཚӢ、མཕ、์ࣹઢੵ、ࡂؾ

応用分野 リモーτセンγンά、ࡂ、ؾ

論文・解説等
[1] Y. Wada et al. Geophysical Research Letters 48 e2020GL091910 (2021)
[2] Y. Wada et al. Physical Review Letters 123 061103 (2019)
[3] Y. Wada et al. Communications Physics 2 67 (2019)

連絡先 URL https://Zuuki-wE.space

フェーズドアレイ
気象レーダ

高エネルギー粒子による
気象センシング
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ੜ͕ͭ る͘l ੜ໋ zの
ੜ߹機ߏのཧ解ͱ応用

ֿӜ ༟೭ ,"+*UR" )JSoyVLJ 

ੜ物工学ྲྀަࡍࠃセンター 助教
ੜ工学ྲྀަࡍࠃセンター�Ԡ༻ඍੜ学ࢁ౻�࠲ߨ研究ࣨ

wੜ物͕ੜ߹成する l ੜ໋ z のうͪ、छྨの͕のように
ͭな͕りタンύΫ࣭にとͬてඞཁෆ可ܽなम০Ҽࢠとなる
と、২物͕産ੜする機能性ૉ材であるఱવΰϜに目。

w২物なͲのੜ߹成ܦ࿏をղ明しվม、さらにར用すること
で、より機能的なタンύΫ࣭ੜ産を可能にする物࣭ੜ産系の
構築を目指す。

wこれまでにఱવΰϜをੜ߹成し、ੵするಛघなࡉ๔をൃݟ。
このࡉ๔のղੳをとおし、ఱવΰϜ૿産と、産業ར用͕可能な
新たなఱવΰϜ産ੜ২物の創ग़を目指す。

ੜ໋、ඪࣝ、ఱવΰϜੜ࢈

応用分野 物࣭ੜ産、機能性ૉ材ؔ࿈

論文・解説等
[1] Kajiura H. et al., Commun Biol. 4(1): 21� 2021.
[2] Kajiura H. et al., Sci Rep. 11(1): ��0� 2021.
[3] Kajiura H. et al., Planta. 247(2): �13-�26 2018.

連絡先 URL http://www.icC.osaka-u.ac.jp/GujiZama@MaC/inEeY.htmM

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ੜମの分ࢠೝࣝにֶΜͩ
材料の開発ࢠ分ߴ機能ͳߴ

ຊ ਖ਼ N",".050 .aTaIJLo

応用化学ઐ߈ 助教
ࢠԽ学࠲ߨ�༗ػ工ۀԽ学ྖҬ�দ㟒研究ࣨ

wੜ体γスςϜで用いられる機能ൃ現機構にインスύイΞ
された高分ࢠ材料を։ൃ。

wタンύΫ࣭の機能ൃ現機構を฿したਓ工γャϖロン、
ਓ工߬ૉ્Ҽࢠの։ൃ。

wෳタンύΫ࣭のೝࣝにհࡏされるࡉ๔ؒೝࣝを฿し
た、͕んࡉ๔ಛҟ的にࡉ๔機能を્する高分ࢠの։ൃ。

๔ೝࣝࡉ、ೝࣝ、߬ૉ્ࢠԽֶ、分ࢠ分ߴ

応用分野 ҩྍ、創ༀؔ࿈

論文・解説等
[1] M Nakamoto et al., J. Am. Chem. Soc. 2020 142 � 2338–234�
[2] M Nakamoto et al., J. Am. Chem. Soc. 2016 138 13 4282–428�

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dmatsusaki-MaC/
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ここがポイント！【研究内容】

Խֶతख๏にΑるؾి
ੜମ用ۚଐ材料のք໘ݱ解໌

෦ ͔͞ٶ .*:"#& SayaLa

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
ྉ学ྖҬ�౻ຊ研究ࣨࡐڥ�࠲ߨԽϓϩセε工学ػྉࡐ

wੜ体用金属材料の৯ർ࿑現やຎ৯現なͲの৯現
にͭいて、Χιード応に目した実ݧとࢉܭՊ学を༥߹する
ことにより、金属インプランτの৯ଛইϝΧχズϜղ明およ
ͼظ৴པ性上を目指す。

wࡉ๔ഓཆԼでのిؾ化学ଌఆなͲによる材料ଆのධՁに加͑、
໔Ӹછ৭法なͲを用いてࡉ๔形ଶなͲのࡉ๔ଆのධՁを実ࢪ。

wిؾ化学応をར用した金属のද໘վ࣭により、金属ද໘の
ナノඍࡉ構造ඃບ࡞製や、ඃບからのҝݩૉআڈなͲを実ࢪ。

৯৯、ిؾԽֶ、ੜମ用ۚଐ材料、ෆಇଶൽບ、
γϛϡϨʔγϣϯ

応用分野 ৯৯分野、バイΦマςリΞϧ分野

論文・解説等
[1] S. Miyabe et al., Materials Transactions 62 (2021) 1489-1494.
[2] S. Miyabe et al., Journal of Smart Processing 10 (2021) 2�6-260.
[3] S. Miyabe et al., Journal of the Society of Materials Science 69 (2020) 769-774.

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp�/.S1�-)ome+.htm

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ͨ͠ࢦҩༀの開発Λ͍ߴՌのޮྍ࣏
λϯύΫ࣭の૬࡞ޓ用解ੳ

ر༞ ޱࢁ :"."(U$)* :VLJ

ੜ物工学ઐ߈ 助教
ੜ工学ߴ�࠲ߨࢠόΠΦςΫϊϩδーྖҬ�ࢁ研究ࣨ

͕んなͲのྍ࣏に用いられる߅体ҩༀや、Ҩྍ࣏ࢠに用いら
れるイϧスϕΫター全てタンύΫ࣭から構成されています。
そのようなタンύΫ࣭、దなޮྍ࣏ՌをൃشするたΊに、ࢲ
たͪの体͕ͬ࣋ているଞのタンύΫ࣭との૬࡞ޓ用をඞཁとし
ます。した͕ͬて、タンύΫ࣭ಉ࢜の૬࡞ޓ用を理ղし、੍ޚす
ることޮྍ࣏Ռの高く҆全なバイΦҩༀの։ൃにܽかͤまͤ
ん。ࢲ、ਫૉ / ॏਫૉަྔ࣭分ੳを͡Ίとした最ઌの物
理化学手法によるタンύΫ࣭ؒ૬࡞ޓ用のఆྔղੳに取りんで
おり、҆全でޮՌの高いҩༀのものͮくりにݙߩします。

λϯύΫ࣭、όΠΦҩༀ、λϯύΫ࣭ؒ૬࡞ޓ用

応用分野 ҩྍɾϔϧスέΞ分野、創ༀɾ製ༀؔ࿈

論文・解説等
[1] Yamaguchi Y. et al., mAbs 14 e2038�31 (2022)
[2] Yogo R. Yamaguchi Y. et al., Sci. Rep 9 e119�7 (2019)

連絡先 URL https://macromoMecuMarCiotechnoMogZ.com/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

超分ࢠήϧの開発ͱ
プロʔϒ分ࢠにΑる性ධՁ

ຊ ஐࢁ :".".050 5oNoya

附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗ応用化学ઐ߈ 助教
ࢠԽ学࠲ߨ�έϛΧϧόΠΦϩδーྖҬ

分ࢠやタンύΫ࣭の分ؒࢠ૬࡞ޓ用をదにデβインすること
で、ણҡ形成によͬてήϧを形成で͖る分ࢠを։ൃで͖ます。ࢲ
これまでに、0.002wt� というೱ度でϋイドロήϧを形成で
͖る分ࢠの։ൃや、ϋイドロήϧ形成のҾ͖金として応用で͖
る化学応の։ൃを行ͬて͖ました。このようなϋイドロήϧ
バイΦマςリΞϧの応用͕ظで͖ます。また、分ࢠෳ߹体
構造やήϧ形成にؔΘる分ؒࢠ૬࡞ޓ用をղੳで͖るプローϒ分
๔で形成するήϧの物ࡉの։ൃも行ͬており、タンύΫ࣭͕ࢠ
性ܭଌに研究をൃలさͤてい͖ます。

プロʔϒ分ࢠ、超分ࢠෳ߹ମ、ϋΠυロήϧ

応用分野 ҩྍɾϔϧスέΞ分野、材料分野

論文・解説等
[1] Chakraborty P.� Tang Y.� Yamamoto T. et al., Adv. Mater. 2020 32 1906043.
[2] Yamamoto T. et al., Chem. Sci. 2021 12 10703-10709.
[3] Yamamoto T. et al., Biochemistry 2019 �8 2282-2291.

連絡先 URL https://www-moMpro-mMs.eng.osaka-u.ac.jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ஙߏ๔製造に͓͚るେྔഓཆ工ఔのࡉ

ຊ ࢁ :".".050 RJLV

ੜ物工学ઐ߈ 助教
ੜ工学࠲ߨ�ੜϓϩセεγεςϜ工学ྖҬل�ϊԬ研究ࣨ

wྲྀ体の੍ޚによるͤんஅ応ྗでࢎૉ供͕څ可能なώτ i1S ࡉ
๔ഓཆ系のઃܭと、これをར用した、100 ԯݸҎ上のώτ i1S
๔をࡉ 10 - のഓཆஔでഓཆするେྔഓཆ工ఔの構築

wώτ i1S ๔ؒணにண目した、高密度ഓཆ系の構ࡉ๔ूմのࡉ
築やスέーラϒϧなܧํ法のઃܭ

wマイΫロΩャリΞなͲの୲体を用いたؒ༿系ࡉװ๔のഓཆ系に
お͚る、工ఔύラϝータの最ద化とେྔഓཆ工ఔのઃܭ

w度的ղੳに基ͮくγϛϡレーγϣン技術による、ഓཆ৯
๔のޮ的なഓཆஔɾഓཆ工ఔのఏҊࡉ

ੜҩྍ、ഓཆ৯࠶、ܭ๔製造、େྔഓཆ、ഓཆ工ఔઃࡉ

応用分野 ഓཆ৯、ྍ࣏๔ࡉੜҩྍɾ࠶

論文・解説等
[1] R. Yamamoto and M. Kino-oka J Biosci Bioeng. 132 190–197 (2021)
[2] ੜҩྍ࠶ ຊࢁ ノԬਖ਼തل 21 8–13 (2022)

連絡先 URL https://www-Cio.eng.osaka-u.ac.jp/ps/inEeYj.htmM
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

σʔλՊֶにΑる・ࢉܭ・ݧ࣮
ඇฏ݁ߧথプロセスσβΠϯ

Ԟ কߦ 0,U("8" .aTayVLJ

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
ɾϓϩセε工学ྖҬ�খઘ研究ࣨܭྉઃࡐ�࠲ߨྉΤωϧΪーཧ工学ࡐ

w金属 3% ੵ造形やؾ૬ଯੵ法、ӷ૬ݻڽなͲのඇฏߧプロセ
スに目して、ಁա型ిݦࢠඍڸ法なͲの実ݧや分ࢠಈྗ学法
なͲのࢉܭ機γϛϡレーγϣンをΈ߹Θͤた手法により४҆
ఆな構造ɾඍࡉ৫の形成ϝΧχズϜをղ明し、それにもとͮ
いて最ద化ɾ੍ޚするプロセスઃܭの研究を行なͬている。

w実ࢉܭ、ݧ機γϛϡレーγϣン、データՊ学をΈ߹Θͤるこ
とによͬて材料։ൃを加するたΊの材料プロセスデβインの
研究に取りんでいる。

�%ੵ造ܗ、݁ থߏ造・ࢠݪྻ解ੳ、ࢉܭ機γϛϡϨʔγϣϯ、
σδλϧπΠϯ

応用分野 ࣗ、Ӊ分野ۭߤ ಈं分野、半導体デバイス分野

論文・解説等
[1] M. Okugawa et al., J. alloy compd., 919 16�812 (2022).
[2] R. Song J. Han M. Okugawa et al., Nature Commun., 13 �1�7 (2022).
[3] M. Okugawa et al., J. Appl. Phys. 128 01�303 (2020).

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp3/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ώτJ14ࡉ๔Λ用͍ͨੈքॳの
ੜମࠎ৫༷ҟํ性ඍߏࡉ造のߏங

খ ྑี 0;"S" RyoTVLF

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
ྉ学ྖҬ�த研究ࣨࡐ�ੜମ࠲ߨԽϓϩセε工学ػྉࡐ

w 、੬ऑ化ϝΧχズϜのղ明研究とࠎにରするࠎױᱷにදされる࣬ૈࠎ
ੜ体機ংに基ͮくݐ࠶法にؔする材料学的研究をओにਪਐ。

w 、度ԼのཁҼとしてڧࠎ、ᱷでૈࠎとଓൃ性ࠎ༊࣏のࣗવظੜॳ࠶ࠎ
ओཁ༗機成分である * 型ίラーήン配ྻの無டং化͕ࠎඍࡉ構造ʢίラー
ήン / ํ晶系Ξύタイτ結晶の 3 ݩ࣍的配ྻʣのഁをもたらすこと
をఆྔ的にॳΊて明らかにしたʢจ1] ݙ 2]ʣ。

w 分ࢠ配化ίラーήン材料によりࡉ๔ڍಈを੍ޚし、ώτ i1S ࡉ๔を
用いたੜ体ࠎ৫༷のҟํ性ඍࡉ構造をੈքでॳΊて構築したʢจ[3] ݙʣ。

w 現ࡏ金属 "EEitiWe .anuGacturing を用いた材料創製にྗしており、
७ Cu ならͼに Cu ߹金のݻڽ৫ / 機能化੍ޚに取りんでいる。

ੜҩྍ、J14࠶、ݐ࠶ࠎ、造ߏࡉඍࠎ ๔、όΠΦマςϦΞϧࡉ

応用分野 ҩྍɾϔϧスέΞ分野、創ༀؔ࿈

論文・解説等
[1] R. Ozasa T. Nakano et al., Mater. Trans., 61(2)� 381-386 (2020).
[2] R. Ozasa T. Nakano et al., Calcif. Tissue Int. 104(4)� 449-460 (2019).
[3] R. Ozasa T. Nakano et al., J. Biomed. Mater. Res. A 106(4)� 360-369 (2018).

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp6/nakano/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ຏ加工ٕज़の開発ݚఆ҆ߴ・精ߴ

 Β͏Βࠤ S"5",& USaSa

機械工学ઐ߈ 助教
౷߹ઃܭ学࠲ߨ�精密Ճ工学ྖҬ�ӿຊɾਿݪ研究ࣨ

研ຏ加工、実ࡍの製造現でඇৗに高度な加工͕実現
されている一ํ、理の構築͕れ、基ຊ的な加工݅すら
もࠜڌをもͬてܾΊられる͚ͩの指͕ないこと͕ଟい加工
法です。加工現の理ղを௨͡て、ࡶなνϡーχンά࡞業
なしに高度な仕上げを҆ఆして実現で͖る研ຏ加工技術を֬
ཱすることを目指し、γリίンΣーϋやඇٿ໘ガラスレン
ズなͲの研ຏ加工をରとして、加工ܾ݅ఆ指のཱ֬や
研ຏ工۩およͼそのධՁ手法の։ൃに取りんでいます。

ࢠ൘、ޫֶૉجຏ加工、ಋମݚ

応用分野 半導体基板製造分野、光学ૉࢠ製造分野

論文・解説等
[1] U Satake et al., Precision Engineering 77 281-292ʢ2022ʣ
[2] U Satake et al., Precision Engineering 66 �77-�92ʢ2020ʣ
[3] U Satake et al., Precision Engineering 62 30-39ʢ2020ʣ

連絡先 URL http://www-cape.mech.eng.osaka-u.ac.jp/inEeY.htmM

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

先ਐプロセογϯάΛ用͍ͨ
にΑる৽材料製ޚ৫੍ߴ

େߴ ా૿ ."SU%" 5aLaIJSo

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
থ઼ੑ工学ྖҬ�҆ా研究ࣨ݁�࠲ߨ学ޚ੍ػߏ

wڊେͻͣΈ加工や金属系̏% プリンςΟンάに至るまで、ઌਐプロ
セッγンάを׆用した高度৫੍ޚにより、ඍཻࡉ材料や高Թ
材料といͬた新材料創製を行ͬています。ྫ͑、ڊେͻͣ
Έ導ೖをར用した結晶ཻඍࡉ化とޮ࣌ॲ理のซ用による高ڧ度ɾ
高導ి性Ξϧϛઢ材や、̏% プリンςΟンάಛ༗のԹ度ཤྺを׆か
した৫੍ޚによる高ڧ度材料の։ൃに取りんでいます。

wさらに、S1ring-8 や +-1"3C といͬたྔࢠϏーϜをར用した、プロ
セスதにੜ͡る૬มଶや৫ม化のそのղੳに取りんでいま
す。

݁থཻඍࡉԽ、�% ੵ造ߏྔܰ、ܗ造材料、材料、
ͦの解ੳ

応用分野 ࣗ、Ӊ分野ۭߤ ಈं分野、製造技術

論文・解説等
[1] T. Masuda et al., Metall. Mater. Trans. A �2 (2021) 3860-3870.
[2] T. Masuda et al., J. Mater. Sci., �6 (2021) 8679-8688.
[3] T. Masuda et al., Mater. Sci. Eng. A 793 (2020) 139668.

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/mse3/mse3-home+.htm
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

τϙロδʔ࠷దԽにͮ͘ج
ྲྀମؔ連機ثઃܭ

 ݠଠ :"+* ,FnUaSo

機械工学ઐ߈ 助教
౷߹ઃܭ学࠲ߨ�ઃܭ工学ྖҬ�౻ాɾؒޱ研究ࣨ

ྲྀ体ؔ࿈分野をத৺としたτϙロδー最ద化の工学ઃܭのల։
を目指し、ओにҎԼの研究に従ࣄ。
wώーτγンΫやަثをରとした革新的なަγスςϜ

の創成
wॆ์ి性能の上を指したϑローిの最దઃܭ法の構築
wཚྲྀといͬたඇઢ形性のڧい物理をτϙロδー最ద化でѻう

たΊのॖモデϧの։ൃ
wਂੜ成モデϧをΈ込んͩ最దઃܭϑレーϜワーΫの体系化
w֨ࢠϘϧπマン法をར用したେنτϙロδー最ద化Ξϧΰリ

ズϜの։ൃ

τϙロδʔ࠷దԽ、ྲྀମ解ੳ、ਂੜϞσϧ

応用分野 ώーτγンΫ、ަث、レドッΫスϑローి

論文・解説等
[1] Yaji K. et al., Structural and Multidisciplinary Optimization �7(2)� �3�–�46 (2018).
[2] Yaji K. et al., Computer Methods in Applied Mechanics and Engineering 388� 114284 (2022).

連絡先 URL http://sZE.mech.eng.osaka-u.ac.jp/dZaji/inEeY-jp.htmM
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ここがポイント！【研究内容】

Ͱޫる༗機ؾి

૬ᖒ  "*;"8" Naoya

応用化学ઐ߈ 助教
࣭ػԽ学࠲ߨ�༗ࡐࢠిػྉՊ学ྖҬ�தࢁ研究ࣨ

࣍ ੈ  デ Ο ス プ レ イ や র 明 と し て ظ  さ れ て い る ༗ 機 &- 
(0rganic -ight-&mitting %ioEe) の研究に取りんでいます。ి
単७な目的のݟΤωϧギーによͬて༗機物を光らͤるʕこの一ؾ
たΊに、༗機߹成からデバイス応用までのଟ分野をԣஅした研究
を行い、と͖に高レーβー分光やྔࢠ化学ࢉܭ、機械学शを
る学理のथ͕ܨ上に用することで、デバイス性能のඈ༂的な׆
ཱを目指しています。最ۙの成Ռとして、ʮ従来の 100 ഒいٯ
߲ؒަࠩをࣔす׆性化Ԇܬ光材料ʯやʮྭى一ॏ߲とࡾॏ߲
のΤωϧギー͕ٯసした新しいൃ光材料ʯの։ൃに成ޭしました。

༗機発ޫ材料、༗機 &L、ྭىঢ়ଶ、Ϩʔβʔ分ޫ、
機ցֶश、ࢉܭԽֶࢠྔ

応用分野 ΦプτΤレΫτロχΫス、Τωϧギー、༗機材料

論文・解説等
[1] N. Aizawa et al., Nature. 609 �02–�06 (2022).
[2] N. Aizawa et al., Sci. Adv. 7 �769 (2021).
[3] N. Aizawa et al., Nat. Commun. 11 3909 (2020).

連絡先 URL https://www.n-ai[awa.com

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ଐ৮ഔΛ用͍ͨۚܥҰۉ
ޮతͳ༗機߹ख๏の開発

Ѩ野 ༐հ "N0 :VTVLF

附属ΞτϛッΫデβイン研究センターʗ応用化学ઐ߈ 助教
ࢠԽ学࠲ߨ�ࢠઃܭԽ学ྖҬ

wۉ一系金属৮ഔを用いたૉʵਫૉ結߹やૉʵૉ結߹の
அをܦる、༗機化߹物のม手法を։ൃしています。ຊ手
法、ෳࡶな֨ࠎを༗する༗機化߹物の精密なมや߹成終൫
にお͚るޮ的な能基導ೖの応用͕ظで͖ます。

w༗機έイૉ応ࡎを͡Ίとする、取りѻい͕༰қな応ࡎの
৮ഔ的な׆性化をར用したޮ的な༗機߹成手法の։ൃをࢼΈ
ています。

w金属৮ഔ応の։ൃを௨して、༗機化߹物の新たな応性の։
に取りんでいます。

༗機߹、ۉҰۚܥଐ৮ഔ、ޮࢠݪ

応用分野 ҩༀ։ൃ分野、༗機材料։ൃ分野

論文・解説等
[1] Obata A.� Ano Y.� Chatani N. Chem. Sci. 2019 10 3242.
[2] Ano Y.� Chatani N. Org. React. 2019 621.
[3] Takahashi K.� Ano Y.� Chatani N. Chem. Commun. 2020 �6 11661.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dchatani-MaC/inEeY.htmM
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ここがポイント！【研究内容】

プラズマࢧԉΞτϛοΫϨΠϠʔプロセス
ஙのͨΊのプラズマද໘応の解໌ߏ

ҏ౻ ஐࢠ *50 5oNoLo

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
附属ΞτϛοΫσβΠン研究センター�ޱ研究ࣨ

現ࡏ、デバイスのඍࡉ化のਐలにい、デバイスの構造、より
ଟ༷でෳࡶに、ٻ、ͭΊられる加工ੇ法原ࢠスέーϧまでに
౸ୡしͭͭあり、原ࢠ一一をࣗ༝にͭ精密に੍ޚするプ
ラズマ支援ΞτϛッΫレイヤープロセス技術の։ൃ͕されて
います。
プラズマ支援ΞτϛッΫレイヤープロセスの։ൃに、原ࢠレϕ
ϧでの׆性छ - 用の理ղ͕ඞਢであり、ಠࣗに࡞ޓ体ද໘૬ݻ in-
situ ද໘応ղੳγスςϜを։ൃし、ੈքにઌ͚ۦてプラズマ支
援ΞτϛッΫレイヤープロセス応のղ明を目指しています。

ΞτϛοΫϨΠϠʔプロセス応、プラズマද໘応の解໌、
プラズマプロセスٕज़

応用分野 半導体プラズマプロセス、プラズマバイΦプロセス

論文・解説等
[1] Hu Li Tomoko Ito et al., Jpn. J. Appl. Phys. �9 SJJA01-01- SJJA01-09 (2020).
[2] Tomoko Ito et al., Plasma Medicine � 283-298 (201�).
[3] Tomoko Ito et al., J. Vac. Sci. Technol. A 31031301-1-6 (2013).

連絡先 URL http://www.camt.eng.osaka-u.ac.jp/hamaguchi/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ナノ材料のϔςロߏ造ԽにΑる
機能ઃܭ

Ҫノ্  ହً *N0U& 5aJLJ

物理学系ઐ߈ 助教
Ԡ༻ཧ学࠲ߨ�φϊϚςϦΞϧྖҬ�খྛ研究ࣨ

w単ΧーϘンナノνϡーϒをςンプレーτとして、その
ද໘に化ϗૉナノνϡーϒなͲのҟछ物࣭を化学ؾ
૬成することで、新たなϔςロ構造化ナノ材料を։ൃ。

wిؾɾɾ機械ಛ性なͲのҟなるछʑの原ࢠ物࣭を
Έ߹Θͤて、ܘ nm のಉ৺νϡーϒ構造として一体
化すること͕可能。

wޙࠓ、構造੍ޚ߹成技術の高度化と物性ܭଌを行うこと
で、ॴのಛ性をͭ࣋ナノ材料をࣗࡏにಘる手法をཱ֬
し、ଟ༷な用్の応用ల։を目指す。

ݩ࣍ナノ材料、Խֶؾ૬๏、ΧʔϘϯナノνϡʔϒ、
άラϑΣϯ、Խϗૉ

応用分野 構造材料、デバイス、Τωϧギーมࢠి

論文・解説等
[1] R. Xiang�� T. Inoue� Y. Zheng� et al., Science 367 �37 (2020).
[2] H. Arai T. Inoue� et al., Nanoscale 12 10399 (2020).
[3] P. Wang Y. Zheng T. Inoue� et al., ACS Nano 14 4298 (2020).

連絡先 URL http://www.ap.eng.osaka-u.ac.jp/nanomateriaM/dinoue/inEeY.htmM



2022 研究シーズ集 助教版 31

ݩ
ૉ
ઓ
ུ
ɾ

ࢠ
σ
β
Π
ϯ

ֶ

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

༹ഔதͰのߏ造解ੳΛج൫ͱする
Խߴ৮ഔԽֶのܥҰۉ

২ ༟ଠ U&5",& :VUa

応用化学ઐ߈ 助教
࣭ػԽ学࠲ߨ�ཧ༗ػԽ学ྖҬ�ᓎҪ研究ࣨ

w ༗機金属৮ഔ化学、์ࣹ光を用いるઌ構造ղੳ、理ࢉܭ化学をۦ
することで、これまでϒラッΫϘッΫスになͬていた৮ഔの༹ӷத
での構造ɾڍಈを明らかにし、l 高׆性 z な৮ഔのݯىを୳るととも
にさらなる高度化を実ࢪ。

w 一系金属৮ഔをओとしたۉ 9"'S 研究においてେ学֎でڞಉ研究を
実ࢪしており、ޙࠓ、実ݧ機ثのඋ、ஔ։ൃをਐΊることでଟ༷
な応݅で実ࢪ可能に。

w セϧロースやΩταンといͬたੜ体高分ࢠや、ਫࢎ化ϑラーレンといͬ
た一෩มΘͬたอޢ分ࢠを用いたナノཻࢠ৮ഔを։ൃ。ޙࠓその応用
ల։をਐΊる。

༗機߹Խֶ、ۚଐ৮ഔԽֶ、ナノཻࢠ৮ഔ、応機ߏ解ੳ

応用分野 ϑΝインέϛΧϧ߹成化学、৮ഔ化学分野、材料化学

論文・解説等
[1] J. Am. Chem. Soc. 2022 144 8818–8826.
[2] Naure Catal. 2021 4 1080–1088.
[3] Chem. Eur. J. 2021 27 179�2–179�9.

連絡先 URL https://www-chem.eng.osaka-u.ac.jp/dsakurai-MaC/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ΫϦʔϯΤωϧΪʔ製造に͚ͨ
ֵ৽త৮ഔͱ͠ ͯのಋి性ߴ分ࢠ

Ԭ ߂थ 0," ,oVLJ

附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗ応用化学ઐ߈ 助教
࣭ػԽ学ߏ�࠲ߨཧԽ学ྖҬ��౻研究ࣨ

wΫリーンΤωϧギーʢਫૉやաࢎ化ਫૉʣを
ਫやۭؾからͭくりͩͤる؆ศかͭ࣋ଓ可能なํ法。

wۭؾとਫから新型ίロナイϧスをもܸୀ可能な
ফಟӷʢաࢎ化ਫૉਫʣを製造可能。

wو金属を一用しないΦーϧ༗機の৮ഔ。
wܰྔ性 ŋ 成型加工性 ŋ ٱ性ʢ�1 か݄無ྼ化ʣに༏れ、

光૿ײ能 ŋ ৮ഔ能を݉Ͷඋ͑るたΊ 1 ຕのບでಇく光৮ഔ。
w༗機高分ࢠを৮ഔとすることで、3oMM-to-3oMM なͲ؆ศ法で、

ϑΟϧϜ形状の৮ഔ材料をେྔ製造͕可能。

ΫϦʔϯΤωϧΪʔ、ಋి性ߴ分ࢠ、超分ࢠ、৮ഔ

応用分野 Τωϧギー分野、スマーτデバイス։ൃ

論文・解説等
[1] K. Oka et al., Adv. Energy Mater. 2021 11(43) 2003724.
[2] K. Oka et al., Adv. Sci. 2021 8(�) 2003077.
[3] K. Oka et al., Energy Environ. Sci. 2018 11(�) 133�–1342.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dtohnaiken/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ͨ͠ۦ性ਐԽ๏Λࢦ
ਓ工ۚଐ߬ૉの製

加౻ ढ़հ ,"50 SIVnTVLF

応用化学ઐ߈ 助教
࣭ػԽ学ߏ�࠲ߨ༗ػԽ学ྖҬ�ྛ研究ࣨ

ੜ物ਐ化のաఔ、すなΘͪʮಥવมҟによるଟ༷性ൃ現ʯとʮࣗ
વબʯを܁りฦすことで、高度な৮ഔ機能をもͭ߬ૉを創ग़し
て͖ました。指性ਐ化法と、このようなੜ物ਐ化のαイΫϧ
を฿し、ਓҝ的に߬ૉのվྑを行うҨࢠ工学的手法です。ຊ
研究で、この指性ਐ化法を応用し、ඇఱવのભҠ金属ࡨ体を
ิҼࢠとするਓ工金属߬ૉを創製することをΊ͟しています。࣋
ଓ可能なࣾձの実現にΉ͚、߬ૉをར用した化学߹成プロセスに
目͕ूまるத、ຊ研究߬ૉの応ద用ൣғを֦ுする革新的
な技術となること͕ظされます。

ਓ工ۚଐ߬ૉ、ਐԽ分ࢠ工ֶ、ࢦ性ਐԽ๏、༗機߹Խֶ

応用分野 ༗機߹成化学分野、バイΦプロダΫγϣン分野

論文・解説等
[1] S. Kato et al., ChemBioChem 2021 22 679-68�. 
[2] S. Kato et al., Inorg. Chem. 2020 59 144�7-14463.
[3] ಛئɿ2020-126�63ʮඍখཻࢠの製造ํ法ʯ

連絡先 URL http://www.appMieE-Cioinorganic.jp/jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ૉΛ用͍ͨݩ発性ش
ଠཅܗܥの解໌

加౻ ઍਤ ,"50 $IJ[V

助教 ߈Τωϧギー工学ઐڥ
γεςϜԽ学工学ྖҬ�౻Ҫ研究ࣨࢠྔ�࠲ߨΤωϧΪー工学ࢠྔ

ಉҐ体ٿ化学ɾӉ化学と、化学的な手法、ಛにಉҐ
体を用いてٿやӉの研究を行うものです。ଠཅ系に
あるٿや݄、ᯁੴおおよそ 46 ԯલに形成したとߟ
͑られています。ଠཅ系ఱ体さま͟まな現によͬて
形成࣌よりม化しています͕、ᯁੴいؒ、Ӊۭؒを
ඬͬていたのでᯁੴ͕࡞られた࣌のใをͬ࣋ています。
そのたΊ、ᯁੴをௐることでଠཅ系͕形成された࣌の
。をること͕で͖ますڥ

ಉҐମ、ٿԽֶ、ش発性ݩૉ、ᯁੴ、ଠཅܥ

応用分野 ඍྔ分ੳ、ஔ։ൃ

論文・解説等
[1] Chizu Kato et al., Chemical Geology 448 164-172 (2017).
[2] Chizu Kato et al., Earth and Planetary Science Letters 479 330-339 (2017).
[3] Chizu Kato et al., Science Advances, 3 e1700�71 (2017).

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seeRc/seeRc/inEeY.htmM
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

༗機ޫϨυοΫス৮ഔΛ用͍る
ΧϧϘϯࢎのࢎม応

 ۄၲ ,0%"." 5aLVya

応用化学ઐ߈ 助教
ࢠԽ学ػ�࠲ߨ༗ػԽ学ྖҬ�ನ研究ࣨ

҆Ձでೖ手༰қなΧϧϘンࢎをૉݯとするม応にお
いて、高ՁでرগなભҠ金属৮ഔのΘりにಠࣗに։ൃし
たδΧνΦン性৭ૉを光レドッΫス৮ഔとして用いること
でࢎม応をୡ成した。
化学ྔྔのࢎ化ࡎや׆性Τスςϧのมをඞཁとしな
い的ม応であり、ώドロΩγ化応およͼೋྔ化
応͕可能である。

ޫϨυοΫス৮ഔ・ࢎ応

応用分野 ҩༀ、機能性化成、ϙリマー

論文・解説等
[1] Takuya Kodama et al., Chem. Sci. 2020 11 12109–12117.

連絡先 URL https://www-chem.eng.osaka-u.ac.jp/dtoCisu-MaC/inEeY.htmM

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

৽͍͠ඇަޓКڞ͕ܥͨΒす
ֵ৽త༗機機能性材料のग़

খ ලਔ ,0N*S)* "LJIJUo

附属ΞτϛッΫデβイン研究センターʗ応用化学ઐ߈ 助教
ࢠԽ学࠲ߨ�精密ݯࢿԽ学ྖҬ�҆ా研究ࣨ

wКڞ系分ࢠを用いたిࢠૉ材の։ൃ、ૉࢠのܰྔ化やॊೈ
化にとͬてॏཁ。

wϕンθンにදされる 6 һ構造にかΘる新たな構造として
� һɾ7 һを構成単Ґとしてར用。

wઃܭɾ߹成した新حなКڞ系分ࢠ、従来の分ࢠ系よりも
るかにಛҟな性࣭をൃ現。

w༗機分ࢠにもかかΘら࣓ͣ性をൃ現。ۙ֎ྖҬまでٴͿ
ٵऩの実現。

w新しい֨ࠎを基൫とした高性能༗機ిࢠ材料の։ൃݙߩで͖
るとڧくظ。

КڞܥԽ߹、ラδΧϧ、	  
 ๕߳性、༗機৭ૉ

応用分野 ༗機デバイス、༗機࣓性体、༗機導体

論文・解説等
[1] Akihito Konishi et al., Chem. Lett. 2021 �0 19�-212.
[2] Akihito Konishi et al., J. Am. Chem. Soc. 2019 141 1016�-10170.
[3] Akihito Konishi et al., J. Am. Chem. Soc. 2019 141 �60-�71.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dZasuEa-MaC/



Osaka University34

ݩ
ૉ
ઓ
ུ
ɾ

ࢠ
σ
β
Π
ϯ

ֶ

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ϦαޮߴԽֶతख๏Λ用͍ͨؾి
ΠΫϧٕज़ͱෆ७আٕڈज़の開発

খ  ,0N*S)* )JSoLa[V

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
ɾϓϩセε工学ྖҬ�খઘ研究ࣨܭྉઃࡐ�࠲ߨྉΤωϧΪーཧ工学ࡐ

w༹༥Ԙిղと߹金ִບを用いた؆ศかͭޮ的なرྨݩૉ分
プロセスを産૯研とڞಉ։ൃしている。ओなターήッτとして
用ࡁΈ NE-'e-# ࣓ੴからの %Z と NE の高精度分に取りん
でいる。

wرྨ金属をෛۃ、Ԙૉガスిۃをਖ਼ۃに用いたرྨԘૉి
の։ൃに取りんでいる。ྗ学データからྗిى 2.� ʙ 3 7
ಘられ、C02 をഉग़しないΫリーンなγスςϜとしてظで͖る。

w߯材தにภੳし、ׂれの原Ҽとなる 1( リン ) をআڈする技術と
して、మ߭ੴから 1 をガス化আڈする新しい技術を։ൃしている。

༹༥Ԙ、ిؾԽֶ、ϦαΠΫϧ、رྨۚଐ、製࿉

応用分野 リαイΫϧ分野、製࿉分野、Τωϧギー分野

論文・解説等
[1] H. Hua K. Yasuda H. Konishi et al., J. Electrochem. Soc. 167 142�04 (2020).
[2] ҄ ௶ ਅౢ খྨ金属の製造ํ法ر  ಛڐୈ6�0280�߸.
[3] େੴ 野ฏ খྨ金属のճऩํ法ر  ಛڐୈ��04�1�߸.

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp3/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ۚଐࡨମ・ޫ・ిؾのڠにΑる
༗機分ࢠのখ分ࢠૠೖ応開発

ࠧե ༟ S"(" :VUaLa

応用化学ઐ߈ 助教
ࢠԽ学࠲ߨ�৮ഔ߹Խ学ྖҬ�ਖ਼Ԭ研究ࣨ

wਖ਼Ԭॏ行教त、ۙ౻ඒԤ।教तとڞಉで、金属ࡨ体৮ഔ、
的に機能さͤてڠ化学৮ഔ、光৮ഔをΈ߹Θͤؾి
ଟిࢠҠಈ、ラδΧϧ׆性छੜ成を精密に੍ޚしな͕ら、
ಠࣗの分ࢠมをଅਐする新ن৮ഔ系を։ൃする。

wそれを用いて、C02 ガスなͲの応性のしいখ分ࢠ化
߹物を׆性化し、ଟछଟ༷な༗機化߹物にΈ込Ή応
系をཱ֬する。

w։ൃした応系を、ҩༀリードや༗用ੜ理׆性物࣭のਝ
かͭཏ的な߹成に׆用する。

ޫ৮ഔ、ిؾԽֶ৮ഔ、ۚଐࡨମ৮ഔ、
ෆ׆性݁߹׆性Խ応

応用分野 ༗機߹成化学分野、創ༀ分野

論文・解説等
[1] Y. Saga et al., J. Am. Chem. Soc. 2017 139, 2204.
[2] Y. Saga et al., Dalton Trans. 2020, 49 1384.
[3] Y. Saga et al., Chem. Sci. 2020 11 12206

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/masaoka@MaC/inEeY.htmM
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ここがポイント！【研究内容】

分ࢠスΠονΛར用ͨ͠
応ྗ応性材料の開発

ষल ݪੁ SU("8"R" "LJIJEF

応用化学ઐ߈ 助教
࣭ػԽ学ߴ�࠲ߨࡐࢠྉԽ学ྖҬ�Ӊࢁ研究ࣨ

ϗスτ - ήスτแࡨ体を分ࢠスイッνとしてར用するこ
とにより、材料にྗ学ܹをҹ加することで֎͕؍ม化す
る応ྗ応性ϋイドロήϧを։ൃしています。こうした技
術スτレスݕग़や材料ഁյの༧ଌを可能します。また、
ఱવଟであるセϧロースણҡをิڧ材としてෳ߹化する
ことで高ڧ度ɾ高ਟ性化したίンϙδッτ材料も։ൃして
います。このように、材料の高機能化ɾण໋化によりར
用࣌の҆全性を上する技術の։ൃに取りんでいます。

機能性ߴ分ࢠ、分ࢠೝࣝ、ϋΠυロήϧ

準安定状態 安定状態

圧縮

冷却

冷却

圧縮

力学刺激に応答した外観変化を実現

濁度上昇

応用分野 プラスνッΫ材料、ҩྍ材料

論文・解説等
[1] A. Sugawara et al., ACS Macro Lett. 2021 10 7 971.
[2] A. Sugawara et al., Polym. Degrad. Stab. 2020 177 1091�7
[3] A. Sugawara et al., Chem. Lett. 2022 �1 14�.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/duZamaken/inEeY.htmM

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

U236・Dy162・Er162 の捕獲断面積

த性ٵࢠऩ材のఴ加にΑる
5RU ֩छのੜྔ੍

ా හ 5",&%" SaUoTIJ

助教 ߈Τωϧギー工学ઐڥ
ձ工学ྖҬ�ా研究ࣨࣾྗࢠݪ�࠲ߨΤωϧΪー工学ࢠྔ

ラン೩料にお͚る 536 ֩छのੜ成ྔ੍に͚、த性ٵࢠ
ऩ材のఴ加にண目した研究を実ࢪしている。ಛに、1u238 と
1u241 જࡏ的์ࣹ性ಟ性の高い 536 ֩छであることから、こ
れらの֩छのੜ成ܦ࿏をௐࠪし、ؔ࿈する֩छの応をԼす
るத性ٵࢠऩ材を明らかにした。このݕ౼において、%Z162 と
&r162 、6236 とのத性֫ัࢠ応をେ͖く੍し、結Ռと
して 1u238 のੜ成ྔをݮすることを明らかにした。これ、
6236 のத性֫ัࢠ応͕ओに �.�e7 ۙのڞ໐によるものであ
り、このڞ໐によるத性֫ัࢠをಉ͡く �.�e7 ۙにڞ໐をもͭ
%Z162 と &r162 ͕͑るたΊである。

ࡎऩٵࢠத性、ม֩、ྗࢠݪ

応用分野 原࠶、ిൃྗࢠॲ理

論文・解説等
[1] Satoshi Takeda Takanori Kitada Journal of Nuclear Science and Technology,

�7(1) �7-67 2020.
[2] ຊ原ྗࢠ学ձ 物理෦ձʢྭʣ (2020)

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seene/seene/
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ここがポイント！【研究内容】

ૉʵϔςロ݁߹அにΑる
ભҠۚଐΤノラʔτछの発ੜ

Ҫ ྑฏ %0* RyoIFJ

応用化学ઐ߈ 助教
ࢠԽ学࠲ߨ�༗ۚػ属Խ学ྖҬ�ੜӽ研究ࣨ

ૉʵૉ結߹形成応༗機化߹物の֨ࠎを߹成する最も基ຊ
的かͭॏཁな手法です。従来のଟくのૉʵૉ結߹形成応で
結߹形成ஈ֊にお͚るഇغ物のൃੜおよͼআ͕ڈ՝でした。
化ૉࢎ༗機化߹物からೋࢲ 1 分͕͚ͩࢠすることで
ૉʵૉ結߹͕形成されるΫリーンかͭγンプϧな応をઃܭɾ
։ൃしました。さらにこの応でॏཁなׂをՌたすύラδϜ
体を単し、9ࡨ ઢ結晶構造ղੳによりʮ͑ݟる化ʯすることに
成ޭしました。

ભҠۚଐΤノラʔτ、ૉʵࢎૉ݁߹、༗機ϑοૉԽ߹

応用分野 創ༀ分野、材料分野

論文・解説等
[1] Ryohei Doi et al., Chem. Eur. J. 2019 25 �884.
[2] Ryohei Doi et al., Chem. Lett. 2021 DOI: 10.1246/cl.210092.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dogoshi-MaC/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

৽ͨͳ༗機ແ機ϋΠϒϦουޫΤϨ
ΫτロχΫス材料のͱ性解໌

ٱอ ҁ༎ N*S)*,U#0 RyoTVLF

応用化学ઐ߈ 助教
࣭ػԽ学࠲ߨ�ੑԽ学ྖҬࠤ�ഢ研究ࣨ

wଠཅిやセンα、ൃ光ૉࢠ等の光ΤレΫτロχΫス応用に͚
た無機材料ɾ༗機無機ϋイϒリッド材料の研究を行ͬています。

w#i2S3 ͕ඇৗに高い光導ಛ性を༗することをؒ࣌分ղマイΫロ
導度法によりൃݟ。ಠࣗ։ൃした成ບプロセスにより、高性
能なϑΥτレδスタの։ൃに成ޭ。

wԖϋライドϖロϒスΧイτにΘるಟな #i SC 系材料を୳ࡧ。
SC Χϧίϋライド材料͕༏れたిՙ༌ૹಛ性ɾ光ిมޮを
ࣔすことをൃݟ。さらに、ಠࣗの成ບプロセスによりଠཅిの
性能上に成ޭ。

ଠཅి、発ޫ材料、σόΠス、ナノཻࢠ

応用分野 ΤレΫτロχΫス分野、Τωϧギーม分野

論文・解説等
[1] R. Nishikubo et al. Chem. Mater. 2020 32 6416–6424.
[2] R. Nishikubo et al. J. Photopolym. Sci. Technol. 2019 32 73�–740.
[3] R. Nishikubo et al. J. Phys. Chem. Lett. 2018 9 �392–�399.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dsaeki/cmpc/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

༗༗機Խ߹ΛԹͳ݅Ͱ
৮ഔڥنશ分解する৽

୩ ٛ NUN05"N* NaoyoTIJ

応用化学ઐ߈ 助教
࣭ػԽ学࠲ߨ�ແࡐػྉԽ学ྖҬࠓ�த研究ࣨ

wԹࣨޮՌガスであるϝタンや、େؾԚછの原Ҽとなるൃش性༗
機化߹物ʢτϧΤン等ʣを、無なࢎガスとਫৠؾまで、
Թで完全೩মで͖る৮ഔを創成しています。

wӷ૬தの༗༗機化߹物ʢϑΣノーϧ等ʣを、Թな ʢ݅ৗѹɾ
100ˆҎԼʣでࢎ化分ղで͖る৮ഔを創成しています。

wۙ供څաとなͬているάリセリンを高加Ձの化߹物
とมで͖る৮ഔの創成も行ͬています。

wૉࢎ化物ʢN0Yʣをૉとࢎૉまで分ղで͖る৮ഔも創
成しています。

৮ഔ、ϝλϯ、ش発性༗機Խ߹、τϧΤϯ

応用分野 อ全ؔ࿈ڥ、৮ഔ分野ڥ

論文・解説等
[1] N. Nunotani et al., ACS Appl. Mater. Interfaces 9 40344 (2017).
[2] N. Nunotani et al., J. Asian Ceram. Soc. 8 470 (2020).
[3] த৴ਓࠓ ୩ٛ ৮ഔ 6 163 (2020).

連絡先 URL https://www-chem.eng.osaka-u.ac.jp/dimaken/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

材料ՊֶͱใՊֶにΑるࢉܭ
ඍࢹతࢠݪྻͱ性૬ؔの解໌

౻Ҫ ਐ 'U+** SVTVNV

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
ྉੑ学ྖҬ�٢研究ࣨࡐࢠྔ�࠲ߨྉੑ学ࡐ

w 材料の性࣭、物࣭ݻ༗のಛ性のΈならͣ、ҙਤ的ɾࣗൃ的に導ೖさ
れる༷ʑなスέーϧの֨ؕܽࢠʢෆ७物やք໘なͲʣにஶしくӨڹさ
れる。

w ୈ一原理ࢉܭや分ࢠಈྗ学法なͲのిࢠɾ原ࢠレϕϧࢉܭ手法を用い
ることで、新物࣭୳ࡧや֨ؕܽࢠの物性ղੳを系౷的に実ࢪ。

w ใՊ学もซ用し、物࣭ɾܽؕのඍࢹ的原ࢠ配ྻと物性の૬ؔؔを
ղ明。

w ཱ֬した手法をओにిม材料や೩料ిなͲのΤωϧギー材料に
ద用し、ナノスέーϧからマΫロスέーϧまで៛密にઃܭした新しい
機能性材料の։ൃを目指している。

ୈҰݪཧࢉܭ、分ࢠಈྗֶ๏、ナノߏ造、੍ܽؕޚ

応用分野 Τωϧギー分野、ి デバイス分野ࢠ

論文・解説等
[1] S. Gao T. Broux S. Fujii et al., Nature Communications, 12 201 (2021)
[2] S. Fujii et al., Nature Communications 11 18�4 (2020)
[3] S. Fujii et al., Acta Materialia, 171 1�4-162 (2019)

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp8/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ભҠۚଐ৮ഔΛ฿ͨ͠
ϗスϑΟϯϨυοΫス৮ഔの開発

౻ຊ ൏ే 'U+*.050 )ayaUo

応用化学ઐ߈ 助教
ࢠԽ学ػ�࠲ߨ༗ػԽ学ྖҬ�ನ研究ࣨ

ભҠ金属を用いた৮ഔ応現の༗機化学においてඞཁ
ෆ可ܽな手法としてೝࣝされています。しかしな͕ら、ر
গなભҠ金属͕ඞਢであるґવとなͬており、࣋
ଓ可能なࣾձのݙߩをؑΈると、ఱવに๛にଘࡏする
య型ݩૉで৮ഔをସすること͕まれています。ࢲ、
リンというయ型ݩૉの৮ഔ͕ભҠ金属とྨࣅのՁม化を
ともなうレッドΫス৮ഔ機構をഔհすることを明らかにし、
。応をୡ成しています金属でさ͑ҝしಘないมو

༗機߹Խֶ、༗機ۚଐԽֶ、యݩܕૉԽֶ

応用分野 ༗機߹成化学分野、創ༀؔ࿈

論文・解説等
[1] Fujimoto et al., J. Am. Chem. Soc. 2020 142 17323.
[2] Fujimoto et al., J. Am. Chem. Soc. 2021 143 18394.

連絡先 URL https://www-chem.eng.osaka-u.ac.jp/dtoCisu-MaC/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

製ͱ࡞ബບのࢠݪ
৽حݩ࣍性の୳ࡧ

౬ ཾ :U,"8" RyV

物理学系ઐ߈ 助教
Ԡ༻ཧ学࠲ߨ�ද໘φϊੑྖҬࡔ�ຊ研究ࣨ

w結晶ද໘にҟछ原ࢠをଯੵさͤることで、̏ݩ࣍物࣭でൃ現
しないಛҟな物性をࣔす̎ࢠిݩ࣍構造を創ग़。さらに、これ
らの物性を用いた高機能デバイスをデβイン。

wࢠిݩ࣍にಇくଟ体ؒ૬࡞ޓ用͕ΩャリΞドーϐンάにい
ダイナϛッΫにม化する༷ࢠをੈքதにઃஔされたઌ光ݯを
用いてղ明。

wマイΫロଟࢠిࢠ༌ૹଌఆஔを։ൃすることで原ࢠബບ
にൿΊる金属ઈԑ体సҠやి導సҠなͲの૬సҠ現を୳ࡧ。

ݩ࣍ཧ、ද໘性、ޫిࢠ分ޫ、ࢎԽ、์ࣹޫ

応用分野 ナノデバイス、光応ૉࢠ、レーβー

論文・解説等
[1] R. Yukawa et al., Nat. Commun. 12 7070 (2021).
[2] R. Yukawa et al., Phys. Rev. B 97 16�428 (2018).
[3] R. Yukawa et al., Adv. Mater. Interfaces 3 1600�27 (2016).

連絡先 URL http://snp.ap.eng.osaka-u.ac.jp/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ͱ機ցֶशΛ用͍ͨࢉܭฒྻۭؒ࣌
性能マϧνスέʔϧ解ੳख๏の開発ͱ応用ߴ

܅ྷ ཱུ -*+UN -*U

機械工学ઐ߈ 助教
ମྗ学ྖҬ�ौ୩ɾాத�研究ࣨݻ�࠲ߨ学ߏػ

wスーύーίンϐϡーςΟンά技術をۦしたؒ࣌ฒྻࢉܭ手法
と機械学शを用いて、ୈ一原理ࢉܭの精度をอ࣋しͭͭ、ۭ࣌
ؒスέーϧをࠀする高性能マϧνスέーϧࢉܭを実現。

wマϧνスέーϧղੳ手法を։ൃし、新ن半導体材料等のෆ७物
材料性能༧ଌなͲにదنૉ߯෦構造のൃలղੳと新、ࢄ֦
用。

wถதのஶ໊ɾ新ਐؾӶの研究ऀɾຊのا業とྗڧに࿈ܞし、
的研究νーϜによる൚用性の高い材料։ൃγϛϡレータとࡍࠃ
しての༏Ґ性֫ಘを目指す。

、機ցֶश、ࢉܭཧݪୈҰ、ࢉܭಈྗֶࢠ分、ࢉܭฒྻۭؒ࣌
େنࢉܭ

応用分野 金属材料、半導体材料、ナノ材料

論文・解説等
[1] Lijun Liu Yoji Shibutani 14th WCCM & ECCOMAS Congress 2020 (Virtual congress) 2021.
[2] Lijun Liu et al., Electrical Engineering in Japan pp. 1-11 2021.
[3] Lijun Liu et al., COMPUMAG 2019 2019.

連絡先 URL http://www-comec.mech.eng.osaka-u.ac.jp/Miu.htmM
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ここがポイント！【研究内容】

২ಛԽँの੍ޚͱ
ҟछ॓ओͰの༗用࣭ੜ࢈

҆ຊ पฏ :"SU.050 SIVIFJ

ੜ物工学ઐ߈ 助教
ੜ工学ࡉ�࠲ߨ๔工学ྖҬ�ଜத研究ࣨ

w২物͕ੜ産するಛ化ँ産物、ಛにτリςϧϖノイドੜ
߹成߬ૉ ( 化߬ૉ、ࢎ化߬ૉ ) の機能をղੳ。

w取ಘしたँ߬ૉҨࢠを߬母なͲのҟछ॓ओ導ೖす
ることで、ࣗੜ২物からのநग़にґらない、҆ఆ的な༗
用物࣭ੜ産ల։。

wδャガイモの༗ಟなಛ化ँ産物であるスςロイドάリ
ίΞϧΧロイドのੜ߹成߬ૉҨࢠをήノϜฤूにより
ഁյし、ಟ性成分をݮしたδャガイモを࡞ग़。ଞの
業形࣭にͭいてもήノϜฤू研究を実ࢪத。

২ಛԽँ、ήノϜฤू、τϦςϧϖノΠυ、
γτΫロϜ 1���

応用分野 物࣭ੜ産、࡞物ҭछ

論文・解説等
[1] Yasumoto S. et al., FEBS Letters, �90(4) �33-�40 2016
[2] Yasumoto S. et al., Plant Biotechnology 36(3) 167-173 2019
[3] Yasumoto S. et al., Plant Biotechnology 37(2) 20�-211 2020

連絡先 URL http://www.Cio.eng.osaka-u.ac.jp/pM/inEeY.htmM
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ここがポイント！【研究内容】

ଟछଟܳͳロϘοτのڠௐͰඥ解͘
ίラϘϨʔγϣϯロϘοτ工ֶ

Ԭ ༟Ұ SU&0," :VJDIJSo

機械工学ઐ߈ 助教
੍ޚ学࠲ߨ�ಈతγεςϜ੍ޚ学ྖҬ�େਢլɾਿຊ研究ࣨ

ロϘッτ工学ۙの *o5 技術のൃలから、ޙࠓますます
目͕ूまる分野であり、ਓとロϘッτ͕インタラΫγϣ
ンするະ来に、ڠௐ性やࣾձ性をͬ࣋たロϘッτの։ൃ
͕ෆ可ܽである。Ԭ、٭やΫローラɾंྠといͬたଟ
छଟܳなロϘッτたͪを։ൃし、ਓؒࣾձにな͡Έ、また
ਓؒで౸ୡで͖ないॴでもྗڠして仕ࣄを行うこと͕
で͖る革新的なロϘッτ工学の創成にνャレンδしている。

ロϘοτ、能、"*

応用分野 ロϘッτ工学、੍ 工学、*o5技術ޚ

論文・解説等
[1] Y. Sueoka M. Ishitani K. Osuka, Robotics 7(2):21 2018.
[2] 原ా 高า Ԭ ༟一΄か ຊ機械学ձจू 87(894) p. 20-00112 2021.
[3] T. Kida Y. Sueoka et al., Journal of Robotics and Mechatronics 33(1) 2021.

連絡先 URL https://www-Esc-mech.eng.osaka-u.ac.jp/dsueoka/Zuichiro/1ropMe.htmM

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

のճΓͰΈにಈ͘
ロϘοτج൫ٕज़のߏஙͱͦのల開

૿ా ༰Ұ ."SU%" :oJDIJ

附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗ機械工学ઐ߈ 助教
੍ޚ学ػ�࠲ߨցಈྗ学ྖҬ�ੴɾೆ研究ࣨ

ʮาくʯʮస͕るʯʮ༳れるʯʮӭ͙ʯ�。
զʑ、来たる͖ロϘッτେਐग़࣌に͚て、ෳࡶなڥで
Έにಈ͖ճるロϘッτ基൫技術の構築に取りんでいます。ಛ
に、ロϘッτの全をいかにしてૢるかというӡಈ੍ޚや、従来
の੍ޚやใॲ理をସする体機構の研究にんでいます。ۙ
でロϘςΟΫスのΈならͣ、ਆܦੜ理学やղ学に基ͮく革
新的なロϘッτ技術の։ൃや、ରにロϘッτ技術を応用してಈ
物のӡಈϝΧχズϜを理ղする研究なͲ、ҟ分野ԣஅ的な研究を
ਐΊています。

ロϘοτ、能、"*、ੜ、ҟ分野༥߹

応用分野 ロϘッτ工学、੍ 工学、লྗ化ޚ

論文・解説等
[1] ૿ా 無า行現ɿʮऑいʯモータやےからൃ現するӡಈύターン ຊロϘッτ学ձࢽ 2020.
[2] Y. Masuda K. Miyashita K. Yamagishi M. Ishikawa and K. Hosoda IROS, 2020.
[3] T. Tanikawa Y. Masuda and M. Ishikawa Frontiers in Neurorobotics 2021.

連絡先 URL https://ishikawa-MaC.sakura.ne.jp/Zoichi/
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ここがポイント！【研究内容】

l ͮ Γ͘z にมֵΛͨΒす
ண性վળٕज़

େٱอ ༤࢘ 0),U#0 :VKJ

附属精密工学研究センター 助教
附属精密工学研究センター�ԕ౻研究ࣨ

w このੈのதで最もண͕ࠔ難であるϑッૉथࢷʢ15'&ʣのண性をܶ
的にվળする技術を։ൃ

w プラズマをར用しており、҆全でΫリーンかͭਓにもڥにも༏しい
技術を։ൃ

w ணࡎレスでϑッૉथࢷとҟछ材料ʢ金属、ΰϜ等ʣのྗڧணを実現
しており、ணࡎのར用͕まれないҩྍ分野や৯分野でもར用可

w ຊ手法ଞの難ண性材料ʢγリίーンथࢷ、ϙリΦレϑΟンथࢷ等ʣ
もద用可能

w プラズマॲ理ஔのେ型化ʢେྔੜ産化ʣをਪਐத
w にط 30 ࣾҎ上とのڞಉ研究およͼडୗ研究の実あり

ண、ϑοૉथࢷ、プラズマ、ҟछ材料、#FZPOE �(

応用分野 େ༰ྔɾ高௨৴デバイス分野、ҩྍ分野ʢϔϧスέΞ分野ʣ、৯分野

論文・解説等
[1] Y. Ohkubo et al. Scientific Reports Vol. 7 Art. no. 9476 (pp.1-9) (2017).
[2] Y. Ohkubo et al., Scientific Reports Vol. 8 Art. no. 180�8 (pp.1-11) (2018).
[3] ಛڐୈ671�461߸ɿࢁଜ େٱอ ੴ原 ࣲ原 ୩ ຊా ද໘վ࣭成型体の製造ํ法、ٴͼ֘ද໘վ࣭成型体を用いたෳ߹体の製造ํ法

連絡先 URL http://www.upst.eng.osaka-u.ac.jp/enEo@MaC/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

造෦材性能の߹ཧతධՁのͨΊのߏ
ख๏ͱ౷߹తഁյϞσϧݧࢼ

ਗ਼ਫ ສਅ S)*.*;U ,a[VNa

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
݈શੑධՁ学ྖҬ�େാ研究ࣨߏྉࡐ�࠲ߨԽσβΠンߏ

実ՔಇԼでෳࡶෛՙ͕࡞用する構造෦材のഁյ性能を、Թ度ม化ʗਫ
ૉڥԼʗத性ࢠরࣹといͬたछʑڥɾॏをఆして߹理的かͭ精
៛にධՁ可能とするたΊ、
w छʑڥԼで、ධՁର෦そのもののഁյಛ性を߹理的に取ಘ可能な

手法の։ൃݧࢼ
w ෦材のड͚るࢹڊ的ෛՙやڥにґらない材料のඍࢹ的ഁյϝΧχズ

Ϝのղ明とそのモデϧ化
w ࢉܭγϛϡレーγϣンの援用による構造෦材のഁյ性能༧ଌ手

法のఏࣔ
に取りんでいる。

ഁյϞσϦϯά、༹・߹、解ੳγϛϡϨʔγϣϯ、
ഁյ性能ධՁ

応用分野 ༹ɾ߹分野、構造ઃܭ分野、݈ 全性ධՁ分野

論文・解説等
[1] K. Shimizu et al. Mechanics of Materials, Vol.164 (2022) p.10411�.
[2] K. Shimizu et al. Proc. 29th Int. Offshore and Polar Eng. Conf., 4008-401� (2019)
[3] ਗ਼ਫສਅ ຊ機械学ձจू 86-886ɼpp. 19-00438-19-00438 (2020)

連絡先 URL http://www.mapse.eng.osaka-u.ac.jp/w4/inEeY.htmM
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ここがポイント！【研究内容】

༹ߏ造෦材のഁյ性能্のͨΊの
γϛϡϨʔγϣϯϕʔス֊త材料・༹෦ઃܭ

ঙ࢘ തਓ S)0+* )JSoUo

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
݈શੑධՁ学ྖҬ�େാ研究ࣨߏྉࡐ�࠲ߨԽσβΠンߏ

w 構造෦材性能 - 材料機械的ಛ性 - ඍࢹ的ϔςロ構造ಛ性ʢ材料৫形ଶと֤
৫そのもののಛ性ʣの֤֊を結ͼ͚ͭるたΊに、マΫロスέーϧΞプローν
とϝκスέーϧΞプローνをΈ߹Θͤた֊的γϛϡレーγϣンΞプローν
をఏҊ

w ഁյモデϧに基ͮいて֤スέーϧにお͚るローΧϧなଛইのൃలをࢉఆし、ڊ
的応を༧ଌࢹ

w ඍࢹ的ϔςロ構造ಛ性のใのΈから、材料機械的ಛ性、構造෦材性能を༧ଌ
w 構造෦材性能を上さͤるたΊの材料機械的ಛ性や༹෦性状、ඍࢹ的ϔςロ

構造ಛ性のઃܭのϑΟードバッΫも可能

ഁյ、༹・߹、材料৫、γϛϡϨʔγϣϯ

応用分野 ༹ɾ߹分野、構造ઃܭ分野、材料։ൃ分野

論文・解説等
[1] ঙ࢘തਓɼ༹ 学ձࢽ 88-2 101-10� (2019)
[2] H. Shoji et al., Int. J. Fract. 192-2 167-178 (201�)
[3] H. Shoji et al., Proc. 29th Int. Offshore and Polar Eng. Conf. 391�-3922 (2019)

連絡先 URL http://www.mapse.eng.osaka-u.ac.jp/w4/inEeY.htmM

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ਓͱͭͳ͕͍ͬͯる工ֶの Β͞ͳる
発లΛͯ͠ࢦ

ব ݪߴ 5",")"R" 8aUaSV

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
ੜ࢈ϓϩセε࠲ߨ�ϊϕϧɾδϣΠχンάྖҬ

͕ૉઆからӡಈにมΘりͭͭあͬた࣌、͕高Թから
ԹにҠಈする、ٯに、これこそのຊ性であるとଊ͑るこ
とでՊ学、工学͕ਐΈました。ྔࢠのղऍ、ੜ໋のݯى、ਓؒ
精ਆのݯى、の、物࣭のํݟ、ଊ͑ํをม͑て、無ੜ物ɾ
物࣭からੜ物ɾਓؒをோΊるのでなく、ٯに、ੜ物という物࣭、
ਓؒという物࣭こそ͕物࣭のຊ性である、とのೝ͕ࣝॏཁと͑ߟ
ています。現ࡏ、ೋࢎ化ૉやٿେؾで最もଟい成分のૉで
೩͑る金属೩মγスςϜの։ൃ研究を行ͬています͕、これ
ྗ学と͖߹うྑい機ձにもなります。

߹、分ࢠγϛϡϨʔγϣϯ、ಈؔ、分ࣙޠݴࢠॻ、
ۚଐ೩ম

応用分野 マϧνマςリΞϧ、άリーンςΫノロδー

論文・解説等
[1] 高原ব େࡕେ学学術ใݿOUKA https://hdl.handle.net/11094/79126
[2] W. Takahara and A. Hirose Metals as Carbon Dioxide Atmosphere Fuel Materials, Proceedings of IIW 2022 �27-�30.
[3] 高原ব ຊᑍ ኍ明 Mate 2021 γンϙδϜ 27 (2021) 322.

連絡先 URL http://www.mapse.eng.osaka-u.ac.jp/noWeM.htmM
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ͭ
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

τラϯススέʔϧ機能発ݱにΑる
マϧνマςϦΞϧԽٕज़のֵ৽

দా ๎ݾ ."5SU%" 5oNoLJ

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
ੜ࢈ϓϩセε࠲ߨ�߹ք໘੍ޚ学ྖҬ�ਆݪ研究ࣨ

wマΫロプロセスによる材料ք໘ナノ৫੍ޚに基ͮくҟなる材
料ಉ࢜をܨげるマϧνマςリΞϧ化技術の։ൃと新ن機能ൃ現
を目指した߹の学理究明

w߹体においてʮͲうしてڧいのかʯ、ʮͲうしたらڧくなるの
かʯというຊ࣭的なٙをղܾするたΊの、構造とྗ学機能の
τランススέーϧධՁΞプ͙ܨ用機構をナノからマΫロ࡞
ローνを新たに構築

w物࣭の化学応をΩーワードに、উ手に応してくͬͭくࣗݾ
ൃ߹技術や金属ɾセラϛッΫス材料なͲԿでもく͚ͬͭる
ম結߹技術を։ൃɾల։ࢠで͖るナノཻ͕ࣄ

ナノ・マΠΫロ߹、ҟ૬ք໘、τラϯススέʔϧ機能、
マϧνマςϦΞϧԽ

応用分野 ༌ૹ機ثɾं ྆分野、ΤレΫτロχΫス分野

論文・解説等
[1] Matsuda et al., Materials & Design Vol. 121 136–142 (2017)
[2] Matsuda et al., Scientific Reports Vol. 8 10472 (2018)
[3] Matsuda et al., Scripta Materialia, Vol. 186 196–201 (2020)

連絡先 URL http://www.mapse.eng.osaka-u.ac.jp/w2/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

のͮ Γ͘Λࢧԉする༹มܗγϛϡϨʔγϣϯٕज़

ଜ্ ا .UR",".* )JSoLJ

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
�ϓϩセεϝΧχοΫεྖҬ�݄研究ࣨ࠲ߨԽσβΠンߏ

༹プロセスにより製࡞されるݐઃ機械やプランτ機ثを࢝Ί
とする構造物、༹の的ɾྗ学的なӨڹをड͚てม形する
こと͕られており、構造物のڧ度や৴པ性にӨڹをٴ΅しま
す。ઃܭஈ֊で構造物のม形͕༧ଌで͖れ、構造物のڧ度
や৴པ性のධՁにཱͪます。༹ม形を支配するl ༗ͻͣݻ
Έ z をྀߟした物理的ࠜڌのあるπーϧでありな͕ら、ものͮく
りا業でのۈݧܦをੜかして、༹現でཱͭ؆қ的な༹
ม形γϛϡレーγϣン技術であるऩॖ法を։ൃしています。

༹ྗֶ、γϛϡϨʔγϣϯ、༹มߏ、ܗ造ઃܭ、製造

応用分野 ものͮくり分野、構造ઃܭ分野

論文・解説等
[1] ଜ上ଞɿѹྗ技術 �8(2) 93–100 (2020).
[2] H. Murakami et al.ɿISIJ International 61(7) 2143–2149 (2021).
[3] ଜ上ଞɿຊ機械学ձจू 88(906) 21-00301 (2022).

連絡先 URL http://www7.mapse.eng.osaka-u.ac.jp/pmM/jp/inEeY.htmM
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

超ԻスϖΫτϧ解ੳにΑる
߹ܧखのඇഁյಛ性ධՁ

 थ .0R* NaoLJ

機械工学ઐ߈ 助教
ྉධՁ工学ྖҬ�ྛ研究ࣨࡐ�࠲ߨྉ学ࡐػ

छʑの機械構造にରする最దઃܭを目指したマϧνマςリΞϧ化
͕ਐ行するத、߹技術の高度化ॏཁな՝の 1 ͭです。ద用
͕֦େする߹法としてண߹͕ڍげられます͕、ண෦の機
械的ಛ性をඇഁյ的かͭ高ײ度にධՁ可能な手法のཱ͕֬ٻΊら
れています。छʑのԻモードをண෦にೖࣹするとଟॏࣹ
のׯবによりಛఆのपでのڧΊ߹い / ऑΊ߹い͕ੜ͡る
ことにண目し、金属やෳ߹材料のண߹෦にରするண / ք
໘ಛ性ධՁの応用に͚た研究をਐΊています。

材料ධՁ、ք໘、߹、超Ի、材料ྗֶ

応用分野 製ࠪݕ、構造ϝンςナンス、デバイス։ൃ

論文・解説等
[1] N. Mori et al. International Journal of Adhesion & Adhesives Vol. 113 103071 (2022).
[2] N. Mori et al. Mechanics of Advanced Materials and Structures, in press (2022).
[3] ಛ։2021-39082ɿணධՁγスςϜٴͼணධՁํ法ɽ

連絡先 URL http://www-nEe.mech.eng.osaka-u.ac.jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

༹ϝλラδʔにΑるʮͭͳ͙ʯٕज़の
ཧ解・ϞσϧԽͱͦの応用

Լ ਖ਼ଠࢁ :"."S)*5" SIoUaSo

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
ੜ࢈ϓϩセε࠲ߨ�ෳ߹Խϓϩセε工学ྖҬా࠽�研究ࣨ

ものͮくりにおいて金属材料をʮͭな͙ʯ技術ෆ可ܽで、構造
物のॏཁՕॴに༹ɾ߹͕Θれている。その༹ɾ߹に
おいてૉ材のྼ化ʢ৫ม化、性࣭ɾಛ性Լʣආ͚られͣ、
༹ɾ߹Օॴの҆全性構造物の製造から終ہまでとなる。
そのதでも金属材料にؔ࿈したをղܾすく、༹ ϝタラδー

ʢ༹金学ʣにཱ٭して、を取りרく現、そして現の
モデϧ化を基࣠としてを理ղし、さらに応用することで
ղܾに͚て取りんでいる。

༹、ϝλラδʔʢֶۚʣ、ۚଐ、ϞσϧԽ、材料ධՁ

応用分野 金属材料ઃܭ、マςリΞϧズɾインϑΥマςΟΫス、金属ੵ造形

論文・解説等
[1] ࠽Լɼࢁ ɿా༹学ձจूɼ38(4)27�-290 (2020).
[2] Լ ଞɿ༹学ձจूɼ38(1)ࢁ (2020) 1-10.
[3] Լ ଞɿ༹学ձจूɼ3�(1)ࢁ (2017) 36-44.

連絡先 URL http://www.mapse.eng.osaka-u.ac.jp/w3/inEeY.htmM
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ધഫ͔Βのਫத์ࣹࡶԻの
ւ༸ੜଶܥのӨڹ

ञҪ  S","* .aTaIJSo

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ધഫ工学࠲ߨ�ધഫԽྖҬ

wધഫからのਫத์ࣹࡶԻのւ༸ੜ物にରするӨݒ͕ڹ೦されて
おり、ࡍࠃ物ྲྀを支͑るւӡとւ༸ੜଶ系อ全のཱ͕྆՝と
なͬています。

wԻڹൖࢉܭや実ւҬにお͚るધഫਫத์ࣹࡶԻのܭଌに基ͮ
く、ધഫਫத์ࣹࡶԻのਪఆɾݮ法のݕ౼、およͼւ༸ੜ物
のӨڹධՁ法のݕ౼を行ͬています。

wؔ機ؔとڞಉで 2020 に 3 ͭのϋイドロϑΥンをւதにઃ
ஔし、ຊۙւをߤ行するધഫのਫத์ࣹࡶԻをؚΉਫதԻを
2 か݄ؒ࿈ଓでԻしましたʢࠨਤʣ。

ધഫਫத์ࣹࡶԻ、ւ༸Իڹ、ւ༸ੜଶܥ

応用分野 ધഫւ༸工学、ւ༸Իڹ

論文・解説等
[1] ञҪら ઙւҬにお͚るધഫからのਫத์ࣹԻのܭଌとノーマϧモード法に

よるԻݯԻѹレϕϧのਪఆ ຊધഫւ༸工学ձळߨقԋձʢ2020ʣ
[2] ञҪら ୈ14ճਪਐɾӡಈ性能研究ձʢ2019ʣ

連絡先 URL http://www.naoe.eng.osaka-u.ac.jp/naoe/naoe�/jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ધഫ・ւ༸ߏ造の่յڍಈの
解໌ͱͦの༧ଌ・ࢭ・ճආ

ୢາ ߊ 5"5SU.* "LJSa

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ધഫ工学࠲ߨ�ધഫւ༸ߏ工学ྖҬ

wધഫのようなڊେ構造物に、ఆ֎のաେՙॏ͕࡞用する߹
の構造҆全性にؔする研究を実ࢪ。実ݧや '&. により่յڍ
ಈをৄࡉにௐࠪしͭͭ、それを࠶現で͖るより؆ศで実用的な
ղੳ法をఏҊ。最ۙのڵຯྲྀྗ઼性であり、࿘தの
ધ体の่յڍಈɾ応を࠶現する実ݧやγϛϡレーγϣンの։
ൃに取りΉ。

w֤छセンαによりܭଌされたધഫの構造応とγϛϡレーγϣ
ンをಉ化さͤて、ધ体に࡞用するՙॏなͲの状ଶྔをਪఆ。ϕ
イズਪやਂ学शと߹Θͤ、構造のഁଛリスΫを༧ଌする
ํ法を։ൃத。ધ体構造のデδタϧπインの応用をݕ౼。

ધഫւ༸工ֶ、࠷ऴڧ、ߏ造৴པ性工ֶ、
造ϔϧスϞχλϦϯάߏ

応用分野 造ધ、ւӡ、ւ༸ݯࢿ։ൃ

論文・解説等
[1] Tatsumi A. et al., Marine Structures Vol. 71 102738 (2020)
[2] Htoo Tatsumi A. et al., Proc. of OMAE, OMAE2020-19201 V02BT02A032 (2020)
[3] ɼୢٶ࢘ າら: 学ձจूB2ʢւ؛工学ʣ 7�(2)� 913-918 (2019)

連絡先 URL http://www.naoe.eng.osaka-u.ac.jp/naoe/naoe4/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

࣓性にணͨ͠ίϯΫϦʔτ෦߯材
のඇഁյࠪݕख๏

ج ᖒࣉ 5&R"S"8" ,oLJ

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ࣾձج൫工学ࣾ�࠲ߨձج൫ઃܭ学ྖҬ

wίンΫリーτ構造物෦の߯材のଛইʢ৯ɾഁஅʣを完全ඇ
ഁյでݕする技術のݕ౼。

w一ൠ的にίンΫリーτ΄΅ඇ࣓性体、మےなͲの߯材࣓ڧ
性体であることにண目。

wίンΫリーτද໘からӬ࣓ٱੴを用いて෦߯材を࣓化し、࣓
ଋ密度をଌఆすることで߯材のଛইをஅ。

wෳ߹材料であるίンΫリーτのෆۉ一性にىҼするଌఆ結Ռの
ら͖ͭをྀߟしなくてよいたΊ、精度の高いஅ͕可能。

wプレスτレスτίンΫリーτதの 1C ߯材のۓுྗਪఆのద
用もݕ౼。

ίϯΫϦʔτ、ඇഁյࠪݕ、࿙Ӯ࣓ଋ๏、߯材ഁஅ、৯

応用分野 分野、材料分野

論文・解説等
[1] Terasawa K. et al., Proceedings of the ConMat’20 2020.
[2] ɼࠤᖒࣉ ౻ɼాחɼΞップάレードจใूࠂɼୈ16רɼpp.1�-20ɼ2016.
[3] Terasawa K. et al., SCMT3 e303 2013.

連絡先 URL http://ciWiM-CriEge.sakura.ne.jp/�kou[a/)ome.htmM

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ిಈԽにݙߩするੈ࣍Ϟʔλͱ
Πϯόʔλ

৽ޱ ঢ N*(U$)* NoCoSV

マςリΞϧੜ産Պ学ઐ߈ 助教
ੜ࢈ϓϩセε࠲ߨ�ϊϕϧɾδϣΠχンάྖҬ

wϔッΫス結ઢを༗するスイッντリラΫタンスモータおよͼそ
れをۦಈ可能なվྑ型 9 スイッνインバータを։ൃ。

wϔッΫス結ઢの։ൃにより、スイッντリラΫタンスモータの
τϧΫ຺ಈをେ෯にݮした上、結ઢの؆ૉ化によりখ型化を
実現。

wվྑ型 9 スイッνインバータの։ൃにより、従来のインバータ
にൺて半導体ૉࢠをݮし、インバータのখ型化を実現。

wϔッΫス結ઢスイッντリラΫタンスモータとվྑ型 9 スイッ
νインバータという新技術 2 ͭのΈ߹Θͤにより、従来のス
イッντリラΫタンスモータの՝をղܾ。

Ϟʔλ、Πϯόʔλ、ిࣗؾಈं

応用分野 ઃ機械ݐಈं、ϋイϒリッドࣗؾి

論文・解説等
[1] খ原ɾฏాɾ新ޱɾେ野ɼి Dɼ13�(11) ࢽ学ձจؾ pp.1077-1084 (201�)
[2] 高原ɾฏాɾ新ޱɾখ原ɼి Dɼ137(8) ࢽ学ձจؾ pp.622-630 (2017)
[3] ಛ19�6�2-2020ئ 新ޱ΄かۦɼ ಈճ࿏ɼモータγスςϜɼٴͼスイッντリラΫタンスモータ

連絡先 URL http://www.mapse.eng.osaka-u.ac.jp/psesa/inEeY.htmM
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

/FX /PSNBM ・௨ަ・ࢢの࣌
ࣾձڞγスςϜのߏங

༿ ݈ਓ :0) ,FnUo

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ࣾձγεςϜ学ަ�࠲ߨ௨ɾҬܭը学ྖҬ�

w ຊ൛ .aaS ਪਐɾ支援ࣄ業およͼେࡕスマーτγςΟઓུਪਐิ
助金に࠾されたాࢢ෬ඌでのॅຽڞ創型 .aaS 実にࢀ加して
います。

w ຊࣗಈं工業ձిಈೋྠंීٴ෦ձおよͼେࡕとのڠಇでバッς
リーަ型ೋྠ &7 のࣾձීٴଅਐに取りんでいます。

w ਓྲྀɾۭؒࢢϏッάデータを用い、ࢪࢢઃ配ஔとਓੵूޱのؔ
にͭいて分ੳをしています。

w リスΫ、ೋྠӡసऀのނࣄਓのࠃ֎ಈϏッΫデータを用い๚ڍ྆ं
。リスΫਪఆを行ͬていますނࣄ

w ը૾ղੳ技術を用い、ऺ܈า行ऀのڍಈ分ੳを行ͬています。

·ͪͮ Γ͘、ަ௨ܭը、ϞϏϦςΟܭը、ަ௨҆શ

応用分野 ܭࢢը、ަ ௨ܭը

論文・解説等
[1] K. Yoh et al., International Journal of IATSS Research 41(2) 94-10� (2017).
[2] ༿ େ ழҪ Ҫ 学ձจूD3 7�(6) 339-349ʢ2019).
[3] K. Sippakorn et al., IATSS Research 43(4) 23�-241 (2019).

連絡先 URL http://www.ciWiM.eng.osaka-u.ac.jp/pMan/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ඇఆৗرബؾମྲྀΕの解໌Λ௨ͨ͠
৽͍͠ྲྀମྗֶの

Ҵ༿ ࢘ڡ *N"#" .aTaTIJ

機械工学ઐ߈ 助教
ྲྀಈଶ学࠲ߨ�ඇઢܗඇฏྲྀߧମྗ学ྖҬ�ɾޱࢁ研究ࣨ

wઢ形Ի、ڞ໐Ի、ͤんஅなͲによͬて༠ىされる
ඇఆৗرബؾ体ྲྀれのղ明を௨した新しいྲྀ体ྗ学の創
成

wಛఆのྲྀ体機械にݻ༗のをղܾするたΊの理で
なく、いൣғのྲྀ体工学にؔΘる基ૅ的なをղܾ
するたΊの基൫となるຊ࣭的な理体系の構築

wؾӷք໘でৠൃɾॖڽをともなうඇఆৗرബؾ体ྲྀれに
ରする一ൠ理の構築

ྲྀମྗֶ、رബؾମྗֶ、ඇఆৗྲྀΕ、ৠ発・ॖڽ

応用分野 ྲྀ体工学分野

論文・解説等
[1] M. Inaba and T. Yano AIP Conference Proceedings 2132 090001 (2019).
[2] ଜଠɼҴ༿࢘ڡɼ野ɼな͕れ 36 (2017) pp. 117-120.
[3] M. Inaba T. Yano and M. Watanabe Fluid Dyn. Res. 44 02��06 (2012).

連絡先 URL http://www-nnGm.mech.eng.osaka-u.ac.jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ྲྀಈݱのҟৗݕঢ়ଶѲΛ
அڹԻܕಈۦするσʔλݱ࣮

২ ߴ U&,* :oTIJUaLa

機械工学ઐ߈ 助教
ྲྀಈଶ学࠲ߨ�ϚΠΫϩ工学ྖҬ�ࣳݪ研究ࣨ

のճりԻにຬͪҲれています。ԻͭまるとこΖʮʯです
ので、物理に基ͮいてൃੜしています。ྫ͑、ʮಅʯといͬ
たྲྀಈ現においてൃੜするԻもવりです。ྲྀಈ現にࣖを
ますことで、物理状ଶもਪఆすること͕で͖ます。現ࡏで "*
を׆用することでこれまでਓؒにղऍで͖なかͬたଟくの
データから༗用性をݟग़すこと͕可能になͬて͖ました。ྲྀಈ
現からੜ͡るԻを "* に学शさͤ、ҟৗの༧ஹݕや状ଶѲ
を可能にするデータۦಈ型Իڹஅの研究։ൃを行ͬています。

"*、Իڹஅ、ྲྀಈ工ֶ、ࠞ૬ྲྀ、
҆৺҆શΛੜΈग़す工ֶ

応用分野 Τωϧギー、ҩྍ、*o5

論文・解説等
[1] Y. Ueki et al., lProof of concept of acoustic detection of boiling inception and

state transition using deep neural networkz International Communications in 
Heat and Mass Transfer 129 10�67� (2020).

連絡先 URL http://mte.mech.eng.osaka-u.ac.jp/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ۭؒ࣌൫のྗֶ・ਫཧֶಛ性のؠ
తมԽΛ༧ଌするֵ৽త解ੳ

ॹํ  0("5" SIo

附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ࣾձج൫工学࠲ߨ�൫工学ྖҬ

w 現するղੳγスς࠶機上でࢉܭをؙ͝とڥ൫をؚΉԼਂ෦ؠ
Ϝを։ൃ。 

w ඦ d ઍ m ҎਂのԼਂ෦までʮ͑ݟる化ʯする技術。
w 高Թɾ高ѹで化学応等͕ྭىされるෳ߹݅での、ؠ൫のಁਫɾ物

࣭༌ૹಛ性のۭؒ࣌的ม化をੈքで།一高精度に༧ଌ可能。実ଌと
のൺֱよりղੳγスςϜの性能ࡁূݕΈ。 

w ௨ৗ、༧ଌࠔ難なؠ൫のഁյやྼ化ڍಈも༧ଌ可能。
w ਂ෦ؠ൫をར用したൃిや C02 のதஷཹ、高レϕϧ์ࣹ性ഇغ

物ॲ分等のΤωϧギーɾڥにؔするϏッάプロδΣΫτਪ
ਐのଟେなظ͕ݙߩで͖る。

ਂ෦ؠ൫、Թ・ਫ・ྗֶ・Խֶෳ߹ڥ、ُ྾、ಁਫ性、
ੴ߭の༹解・఼ؠ

応用分野 Τωϧギー։ൃ分野、ݯࢿٿ工学分野、ڥٿ分野

論文・解説等
[1] Sho Ogata et al. doi: 10.1016/j.sandf.2022.101207 2022
[2] Sho Ogata et al. doi: 10.1007/s10�96-020-09948-3 2020
[3] Sho Ogata et al. doi: 10.1016/j.ijrmms.2018.04.0 2018

連絡先 URL http://www.ciWiM.eng.osaka-u.ac.jp/soiM/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ਂڧԽֶशͱྲྀମྗֶの
༥߹のࢼΈ

Ԭྛ رґ 0,"#":"S)* ,JF

機械工学ઐ߈ 助教
ྲྀಈଶ学ྲྀ�࠲ߨମཧ学ྖҬ�ֿౡɾ研究ࣨ

wデΟープχϡーラϧωッτワーΫを用いたڧ化学शʢਂ
ڧ化学शʣとྲྀ体ྗ学ʢίンϐϡータでਫやۭؾ
のྲྀれをࢉܭʣの༥߹のࢼΈ。

wそのઃఆの一ྫとして、τンϘのӋにݟられるંれ
ൺを目的ؔとした形状ύラϝー߅りཌྷにͭいて、༲͕ۂ
タ最ద化をѻい、手法の༗ޮ性をࣔした。

wޙࠓ、形状最ద化͚ͩでなく、ྲྀ体੍ޚʢຎࡲ߅ݮ
なͲʣのຊ手法の応用、スーύーίンϐϡーςΟンά
との༥߹なͲを༧ఆしている。

ਂڧԽֶश、ྲྀମྗֶ、࠷దԽ、ྲྀମྗֶ、
機ցֶश

応用分野 ものͮくりؔ࿈、ۭߤӉ工学分野

論文・解説等
[1] 野ా Ԭྛ  ֿౡ lਂڧ化学शによる༲߅ൺ上を目的としたཌྷ形状ύラ

ϝータの最ద化z ୈ34ճྲྀ体ྗ学γンϙδϜ No. F11-3 pp. 1-� Dec. 
2020.

連絡先 URL http://www-quiE.mech.eng.osaka-u.ac.jp/inEeY-ja.htmM



2022 研究シーズ集 助教版 51

ઌ
ಡ
Έ
γ
ϛ
ỿ
Ϩ
ồ
γ
ἀ
ϯ

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

造のߏૅجる͑ࢧஙΛݐ
Խٕज़の開発ߴ

த野 ଚ࣏ N","N0 5aLaIaSV

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ຊ研究ࣨٶ�ங൫学ྖҬݐ�࠲ߨ学࠲ߨஙݐ

wඡഭするೆւτラϑڊେやେࢢԼにରして҆৺ɾ
҆全なまͪをͭくるたΊ、ݐ築物を支͑る基ૅ構造の性能
ධՁ技術を։ൃ。

wෳࡶな൫݅や基ૅ構造෦材の配ஔをྀߟし、࣌の൫
と構造物の一体的なڍಈを実ݧとղੳの྆໘からղ明。

w基ૅを൫からઈԑし、ݐ築物をの༳れからकるʮઈʯ
構造を։ൃ。໔ɾ੍のઌを行く新しい͑ߟの技術。

wࢪ工業ऀ、材料ϝーΧーとのڞಉ研究により、基ૅ構造の高
化に͚た技術を։ൃ。

造、工ֶ、൫工ֶߏஙݐ

応用分野 ࠃ、ࡂڧਟ化

論文・解説等
[1] த野ɾٶຊɾኍɼຊݐ築学ձ構造系จूɼ8�(777) 1419-1429 2020.
[2] খ ɾྛٶຊɾத野ɾദɼຊݐ築学ձ技術ใूࠂɼ26(64) 893-898 2020. 
[3] த野ɾٶຊɼ構造工学จूɼ66B 237-244 2020.

連絡先 URL http://www.arch.eng.osaka-u.ac.jp/MaCo-miZamoto/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

機γϛϡϨʔγϣϯにΑるࢉܭ
ද໘・ք໘性の解໌

⅓ຊ ༤࣏ )".".050 :VKJ

物理学系ઐ߈ 助教
精密工学ࢉܭ�࠲ߨཧྖҬ�研究ࣨ

ʲ༗機分ࢠम০したάラϑΣンのද໘状ଶの理的ղੳʳ
wάラϑΣンの૾ڸ状ଶにରするԖϑタロγΞχンٵணのӨڹ
wԖϑタロγΞχンのඇ༗状ଶとのࠞ成により૾ڸ状ଶの༗ޮ

࣭ྔ͕૿加する現をղ明
ʲάラϑΣン୲࣋ന金Ϋラスター৮ഔの理的ղੳʳ
wۭに୲࣋したന金Ϋラスターの҆ఆ構造をܾఆ
wۭの֦େとともにന金Ϋラスターの一ࢎ化ૉٵண੍͕

され、৮ഔ׆性の上にد༩することをղ明

࣭、άラϑΣϯݩ࣍ೋ、ࢉܭঢ়ଶࢠి

応用分野 ༗機ଠཅి、೩料ి৮ഔ、ࣗ ಈंഉガス৮ഔ

論文・解説等
[1] Y. Hamamoto et al. J. Phys. Chem. C 126 108�� (2022).
[2] H. Koshida et al. J. Phys. Chem. C 124 17696 (2020).
[3] Y. Hamamoto et al., Phys. Rev. B 102 07�408 (2020).

連絡先 URL http://www-cp.prec.eng.osaka-u.ac.jp
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

σʔλಉԽ๏Λ用͍ͨ
ࣨڥのਪఆͱ੍ޚ

দඌ ஐਔ ."5SU0 5oNoIJUo

助教 ߈Τωϧギー工学ઐڥ
ධՁྖҬ�ۙ౻研究ࣨڥੜڞ�࠲ߨγεςϜ学ڥ

զʑ͕ଟくのؒ࣌をա͝すࣨڥをշదにอͭたΊに、ࣨ
するඞཁ͕あります。ॵいޚをదにѲし、か੍ͭڥ / いפ
教ࣨや、͕ؾѱいΦϑΟスで、ษڧや仕ࣄのੜ産性もԼし
てしまいます。
ຊ研究、センαーデータとίンϐϡータによるྲྀ体γϛϡレー
γϣンʢC'%ʣをΈ߹Θͤることで、実ࡍのࣨڥを高精度
にѲする手法を։ൃするものです。ಉ࣌に、現ࡏのࣨڥを
దなࣨڥと੍ޚするたΊに、Ͳのようにۭௐ機ثを੍ޚ
すれྑいのかをਪఆする手法にͭいても研究しています。

$'%、Թշద性、ۭௐ

応用分野 ൃੜݯਪఆ、ࣨ ޚ੍ڥ

論文・解説等
[1] Matsuo T. et al., Building and Environment, 147� 422-433 2019
[2] Matsuo T. et al., Building Simulation 8(4)� 443-4�2 201�
[3] দඌࣉౢ  ۙ౻ খদ Ԙ. ۭؾௐɾӴੜ工学ձจूɼ249� 23-31 2017

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seeea/seeea/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ੜମ機能分ࢠΛ用͍ͨόΠΦͱ
工ֶの༥߹ڀݚのਪਐͱϞノ࡞Γ

࣏݈ ງؠ *8")0R* ,FnKJ

附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンター 助教ɾリαーνΞドϛχスτレーター
附属ϑϡーνϟーΠϊϕーγϣンセンター

w学෦ग़でありا業の研究ॴにお͚るナノཻࢠやナノిࢠデ
バイス࡞製研究のݧܦをੜかし、バイΦと工学の྆ํのࣝと
技術を用いた༥߹研究とモノ࡞りをਪਐ。

wώτやଟくのੜ物͕体にอ࣋する12 ܘ nm の֪ٿ状タン
ύΫ࣭や %N"、金属やプラスνッΫに結߹するϖプνド等のੜ
体機能分ࢠを׆用し、ナノిࢠ材料やҩྍ用ナノ材料を࡞製。

wࠓまでのݧܦをੜかし、工学研究ՊのʮリαーνΞドϛχスτ
レーターʯとして༷ʑな研究分野の研究ऀؒަྲྀや研究ྗのઓ
ུ的分ੳ等を行うࣄで、ҟ分野༥߹研究のプランχンάやα
ϙーτをਪਐ。

όΠΦマςϦΞϧ、ੜମ分ࢠ機能開発、ແ機ナノཻࢠ、
όΠΦϨϝσΟΤʔγϣϯʢڥড়Խʣ、ϦαʔνΞυϛχスτϨʔλʔ

応用分野 デバイス分野、ҩྍɾϔϧスέΞ分野、ڥড়化分野

論文・解説等
[1] K. Iwahori et al., Materials Letters 160 pp.1�4-1�7 (201�)
[2] ງらؠ ϝタϧバイΦςΫノロδーによるڥอ全とݯࢿճऩ γーΤϜγーग़൛ pp.166–174 (201�).
[3] ಛڐୈ �382489߸ ງؠ ౻ ʮԁภ光ൃ光性ナノඍཻࢠʯ

連絡先 URL http://www.cp.eng.osaka-u.ac.jp

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ΦΩαΠυؾ૬๏にΑるߴ ・࣭
超ްບԽΨϦϜ݁থٕज़

Ӊࠤඒ ໜՂ US".* SIJgFyoTIJ

助教 ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
ΤϨΫτϩχΫεࡐྉ࠲ߨ�ϚςϦΞϧΠϊϕーγϣンྖҬ�研究ࣨ

化ガリϜʢGaNʣੈ࣍ύワーデバイスやੈ࣍௨৴γス
ςϜのద用͕ظされる半導体材料です。GaN ࣗ体の高࣭化
とίスτ化をਤり GaN デバイスをීٴさͤることૉࣾ
ձの実現にෆ可ܽです。ίスτかͭ高࣭な GaN 結晶をಘる
たΊ、զʑࢎ化物原料を用いた新ؾن૬成法ʢ071& 法ʣを
։ൃしています。この 071& 法で࡞製した GaN 結晶を用いるこ
とで半導体デバイス͕従来よりもଛࣦになることを実ূしてお
ります。
一もやくզʑの研究͕ࣾձ実されることを目指し、ا業と
のڞಉ研究もんに行ͬております。

݁থ、ؾ૬߹、ੈ࣍ύϫʔಋମ材料、
ୈ � ੈ௨৴γスςϜʢ̑(ʣ

応用分野 ిྗม機ث、̑ G௨৴技術、ϙスτ�G、ݻ体光ݯʢ-&%やレーβʣ

論文・解説等
[1] A. Shimizu et al., Appl. Phys. Express 13 (2020) 09��04.
[2] J. Takino et al., Appl. Phys. Express 13 (2020) 071010.
[3] A. Kitamoto et al., Jpn. J. Appl. Phys. �8 (2019) SC1021.

連絡先 URL http://crZst.eei.eng.osaka-u.ac.jp/



Osaka University54


ỳ
ͨ
͍
ͳ
͍

ֶ

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

͚ͨΤωϧΪʔ開発にੈ࣍
ӷମۚଐのྲྀಈ

ԭా ོ文 0,*5" 5aLaGVNJ

助教 ߈Τωϧギー工学ઐڥ
ΤωϧΪーྔࢠ工学࠲ߨ�γεςϜྔࢠ工学ྖҬ�ൕ研究ࣨ

w֩༥߹の機ثや加ث型த性ݯࢠのϏーϜターήッτのީ
ิであるӷ体リνϜのྲྀಈにؔする実ݧɾγϛϡ
レーγϣン

w導͕高く、ӷ૬のԹ度ൣғ͕いというརから、༏
れたྲྀ体としてظされているӷ体金属にؔする研究

w-i ॥ஔを用して、ӷ体 -i ࣗ༝ද໘ྲྀのྲྀಈಛ性の
ղ明ٴͼܭଌ技術の։ൃ

w実ݧとฒ行してγϛϡレーγϣンを実ࢪし、実ݧでෆ
可ࢹなॴɾスέーϧの現の可ࢹ化

ӷମۚଐ、ྲྀಈ、֩༥߹த性1、ݯࢠ'$

応用分野 Τωϧギー分野ʢ֩༥߹ʣ、֩ Պ学分野、ҩྍ分野

論文・解説等
[1] T. Okita et al., Fusion Eng. Des. 1�9(2020) 111799
[2] T. Okita et al., Fusion Eng. Des. 136 Part A(2018) 178-182
[3] E. Hoashi et al., Fusion Eng. Des. 160(2020) 111842

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seesR/seesR/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ϤૉࢎԽࡎΛ׆用するԽਫૉ
のࢎԽతมٕज़

ਗ਼ ݠհ ,*:0,"8" ,FnTVLF

応用化学ઐ߈ 助教
࣭ػԽ学࠲ߨ�精密߹Խ学ྖҬ�ೆํ研究ࣨ

N- ώドロΩγϑタϧイϛドʢN)1*ʣを৮ഔ、Ϥૉࢎ
ʢ)*03ʣをࢎ化ࡎとして用いるࢎ化γスςϜ͕、ࢷ
化ਫૉのૉʵਫૉ結߹のࢎ化的มʢΞϛノ化、ਫࢎ化ʣ
にۃΊて༗ޮであることをݟग़した。ຊࢎ化γスςϜをར
用することで、ೖ手༰қなૉݯࢿʢ化ਫૉʣからΞϛ
ンやΞϧίーϧなͲの༗用化߹物を一工ఔかͭޮ的に߹
成すること͕可能である。ຊ手法完全な金属ϑリー݅
かͭ؆ศなૢ࡞で実ࢪ可能なੈքॳの技術である。

༗機߹Խֶ、׆ݯࢿ用、ࢎԽ応、Ϥૉ

応用分野 用、創ༀؔ࿈、材料分野׆ݯࢿ

論文・解説等
[1] ਗ਼ ೆ ํ ༗機߹成化学ڠձࢽ. 2018 76 1310–1323.
[2] Kensuke Kiyokawa et al., Chem. Commun. 2018 54, 7609–7612.
[3] Kensuke Kiyokawa et al., Chem. Commun. 2016 52 13082–1308�.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dminakata-MaC/
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ここがポイント！【研究内容】

লΤωࣾձ࣮ݱのݤΛѲる
先ϫΠυΪϟοプಋମのڀݚ開発

খྛ ਅ ,0#":"S)* 5aLVNa

物理学系ઐ߈ 助教
精密工学࠲ߨ�ઌਐσόΠε工学ྖҬ�෦研究ࣨ

wワイドギャップ半導体材料を用い、高ޮిྗมを実現する
。ύワーデバイスを研究ੈ࣍

wスーύーίンϐϡータを用いた高精度ୈ一原理ࢉܭにより、原
。レϕϧで半導体の基ૅ物性ɾܽؕ物性をղ明ࢠ

wナノϝーτϧΦーダでの੍ܽؕޚにより、高性能ύワーデバ
イスの基൫となるプロセス技術を։ൃ。

wলΤω半導体の研究։ൃに基͖ͮ、ిྗ系౷ɾ産業機ثɾՈిɾ
ं྆等でൃੜするిྗଛࣦをେ෯にݮし、ڥɾΤωϧギー
にݙߩすることを目指す。

ϫΠυΪϟοプಋମ、੍ܽؕޚ、ύϫʔσόΠス

応用分野 ిྗ分野、産業ɾՈి機ث分野、༌ૹ機ثɾं ྆分野

論文・解説等
[1] T. Kobayashi and T. Kimoto Appl. Phys. Lett. 111 062101-1 – 062101-4 (2017).
[2] T. Kobayashi and Y. Matsushita J. Appl. Phys. 126 14�302-1 – 14�302-8 (2019).
[3] T. Kobayashi� T. Okuda� et al. Appl. Phys. Express 13 091003-1–4 (2020). (�equally contributed)

連絡先 URL http://www-aEe.prec.eng.osaka-u.ac.jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ւมܗϝΧχズϜの解໌ͱ
ཧ؛Αͼւ͓؛ଓՄ能ͳւ࣋

ʑ ༐ࠤ S"S",* :Vya

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ࣾձγεςϜ学ࠃ�࠲ߨ։ൃอશ工学ྖҬ

w ւ؛を形成する࠭、ダイナϛッΫにҠಈしています。その࠭の
Ҡಈ機構の理ղをਂΊ、ւ؛৵৯を͡Ίとする༷ʑなを๊͑
ているւ؛をదに理し、࣋ଓ可能なものとしたいと͑ߟています。

w ՏからւҬの࠭供͕څ行ΘれるՏޱ෦のւม形ϝΧχズϜの
୳ٻを行ͬています。

w ਓの手͕ଟくೖͬたࢢのࡒڥともい͑るਓ工ւのւม形ϝΧ
χズϜの୳ٻを行ͬています。

w ෩来ऻ࣌のܹしい࿘やߑਫ、それらにう形ม化にͭいてもఆ
Χϝラը૾のղੳやγϛϡレーγϣンを௨͡て୳ٻしています。

ւมܗ、࠭ʢϏʔνʣ、ւ؛৵৯、ւ؛อશ、
؛ଓՄ能ͳւ࣋

応用分野 ըܭߓ、ըܭอ全分野、Ϗーνࠃ

論文・解説等
[1] (工学؛ւ)ʑɼ෩ؒ: 学ձจूB2ࠤ Vol. 77 No.2 pp.I@�0�-I@�10 2021.
[2] Sasaki Y. and Sato S.: Proc. 9th Int. Conf. on Coastal Sediments pp.2918-2929 2019.
[3] ɼࠤʑࠤ ౻: 学ձจूB2(ւ؛工学) Vol. 73 No.2 pp.I@6��-I@660 2017.

連絡先 URL http://www.ciWiM.eng.osaka-u.ac.jp/coast/-aCoratorZ/inEeY.htmM
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ුମߏ造ཹのٱ性ධՁ

 ਸߊ 5",&U$)* 5aLaaLJ

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ւ༸γεςϜ工学࠲ߨ�ւ༸ࡐྉੜ࢈工学ྖҬ

現ࡏ、用化に͚てଟくのプロδΣΫτ͕ਐ行している༸上෩
Ͳのようにຎ͕ཹに࣌ཹؒظઃにおいて、ࢪిൃྗ
৯していくかを༧ଌすること、ઃܭを行うにあたりඇৗにॏཁ
なཁૉとなͬています。ࣄલの材料ݧࢼからಘた物性を用いて、
Ҏ߱γϛϡレーγϣンからຎྔਪఆを可能とするఆྔ的
なਪఆ手法や、ຎによるཹのܦྼ化をྀߟしたٱ性ධ
Ձ手法にͭいて研究を行ͬています。これらの実現により、これ
までݧܦ的ݟにより行ͬて͖たอकݕのޮ化や҆ཹ全
性のࣄલݕ౼͕可能となります。

ધഫւ༸工ֶ、ුମࣜ༸্෩ྗ発ి、৯ຎ

応用分野 ւ༸։ൃ、造ધ

論文・解説等
[1] ら ຊધഫւ༸工学ձߨԋձจू Vol. 32 2021S-GS8-2 (2021).
[2] Takeuchi T. et al. Marine Structures Vol. 77 102927 (2021).
[3] ら ຊધഫւ༸工学ձจू Vol. 30 pp. 131-141 (2019).

連絡先 URL http://naoe2.whitesnow.jp/en/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ϫΠυΪϟοプಋମに͓͚る
ΩϟϦΞ༌ૹのཧ論ڀݚ

ాத Ұ 5"N"," )aKJNF

助教 ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
ूੵΤϨΫτϩχΫεࢠྔࢉܭ��࠲ߨใΤϨΫτϩχΫεྖҬ�৳研究ࣨ

ۙ、ύワーデバイス材料として目をूΊている、化έイૉ、
化ガリϜ、ࢎ化ガリϜなͲのワイドギャップ半導体にؔし
て、そのデバイスಛ性をܾఆするΩャリΞʢిྲྀの୲い手となる
。ʣの༌ૹ現を理໘から研究していますおよͼਖ਼ࢠి
۩体的に、ワイドギャップ半導体にお͚る高ిքҹ加࣌のΩャ
リΞ༌ૹಛ性や、ઈԑບ - 半導体ք໘にお͚るΩャリΞ༌ૹ現
なͲをରとし、モンςΧϧロ法やඇฏߧάリーンؔ法なͲの
手法を用いた、γϛϡレーγϣンに基ͮく研究を行ͬてࢉܭ
います。

ಋମ、ΩϟϦΞ༌ૹ、γϛϡϨʔγϣϯ

応用分野 ༌ૹ用機械、Ոి製、௨৴機ثɹ等

論文・解説等
[1] H. Tanaka et al., Applied Physics Express 13 041006 (2020).
[2] H. Tanaka and N. Mori Japanese Journal of Applied Physics �9 031006 (2020).
[3] H. Tanaka et al., Journal of Applied Physics 123 24�704 (2018).

連絡先 URL http://www.si.eei.eng.osaka-u.ac.jp/inEeY.htmM
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

໔・੍ৼݐにద用する߯材Λ
用͍ͨཤྺܕμϯύʔの開発

ാத ༞ل )"5"N"," :VLJ

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
学ྖҬߏܥࠎ��మ࠲ߨ学ߏஙݐ

wઃܭ֎ྗを上ճるಈのରࡦとして、܁ฦしม形性
能にす͙れる໔用ཤྺ型ダンύーの։ൃɿ実ݧとγϛϡ
レーγϣンによりダンύーのྗ学性状をѲし、ダンύー
͖໔ݐ物の応をධՁしてその༗ޮ性をূݕ。

w߱෬ԁ形߯を用いた新しい੍ৼγスςϜのఏҊɿ
新しい੍ৼγスςϜで、ઃܭを上ճるେৼ෯͕ೖྗ
された࣌でもे分に܁ฦしม形性能にす͙れることを実
ূ。またダンύー系の߶性をޮՌ的にあげることも可能。

໔、੍ৼ、ཤྺܕμϯύʔ、߯材μϯύʔ

応用分野 分野ࡂ築、ݐ

論文・解説等
[1] ാதɼ܂原΄かɼຊݐ築学ձ構造系จूɼ26(103) 4�-�4ɼ2019.
[2] ാதɼ܂原΄かɼ構造工学จूɼ6�B 417-42�ɼ2019.
[3] ಛ166��7-2018ئ߸.ɼ໔用߯材ダンύーٶுɾ٢ӬɾԘాɾށ原ɾാதɾ܂ 

連絡先 URL http://www.arch.eng.osaka-u.ac.jp/dMaCo6/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

4PDJFUZ��� Λ͑ࢧるੈ࣍ύϫʔ
ΤϨΫτロχΫスٕज़のڀݚ開発

Ӭ ਸฏ 'U,UN"(" SIVIFJ

助教 ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
γεςϜɾ੍ޚ工学࠲ߨ�ύϫーγεςϜྖҬ�स研究ࣨ

ਓとモノ͕ͭな͕る SocietZ�.0 において、モータをۦಈするイ
ンバータなͲのύワΤレ機ث、物理ۭؒとαイバーۭؒをͭな
͙ॏཁなインターϑΣースになります。このύワΤレ機ثを高性
能化ɾ高機能化するたΊ、SiC や GaN 等、ੈ࣍ύワー半導体
デバイスの༏れたಛ性を׆かすճ࿏ઃܭやそのモデリンά、ిݯ
ճ࿏のඇઢ形੍ޚを研究しています。従来のిࢠిؾ工学や੍ޚ
工学に加͑、材料工学、ใ工学なͲ෯い分野を༥߹した新し
いύワーΤレΫτロχΫスによる、ճ࿏ઃܭɾ実ɾ੍ޚ技術の
ཱ֬を目指し、理ղੳと実ݧの྆ํからΞプローνしています。

ύϫʔΤϨΫτロχΫス、ύϫʔಋମσόΠス、ిݯճ࿏、
ޚ੍ܗඇઢ、ܭదઃ࠷

応用分野 スマーτάリッド、スマーτγςΟ、スマーτデバイス

論文・解説等
[1] S. Fukunaga and T. Funaki: IEEJ Journal of Ind. Appl., 11 (1) 1�7-162 (2022).
[2] S. Fukunaga and T. Funaki: IEEE Trans. Compon., Packag. Manuf. Technol., 11 (�) 778-784 (2021).
[3] S. Fukunaga and T. FunakiɿIEICE NOLTA, 11 (2) 1�7-169 (2020).

連絡先 URL http://ps.eei.eng.osaka-u.ac.jp/jp/



Osaka University58


ỳ
ͨ
͍
ͳ
͍

ֶ

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

スέʔϧに͓͚るࢠݪ
ք໘ྲྀମ༌ૹݱの解໌ͱ੍ޚ

 ݪ౻ 'U+*8"R" ,VnJo

附属ΞτϛッΫデβイン研究センターʗ機械工学ઐ߈ 助教
ྲྀಈଶ学࠲ߨ�ϚΠΫϩ工学ྖҬ�ࣳݪ研究ࣨ

ք໘にお͚るྲྀ体現ʢೞれɾ૬ม化現やΤωϧギー
༌ૹʣۙなଘࡏであるとともに、工学的にも現ղ明
と੍͕ޚॏཁです。ಛにݻ体とӷ体のք໘において、Τω
ϧギーのྲྀれとそのϝΧχズϜにண目した研究を行ͬてお
ります。原ࢠスέーϧにおいてྲྀ体の؍から新しい現
ղ明のํ法や੍ํޚ法の創ग़を行うことを目指してお
ります。

ྲྀମ工ֶ、分ࢠྲྀମ工ֶ、ք໘࣭ʵΤωϧΪʔ༌ૹ、
分ࢠಈྗֶ、ಋମચড়プロセス

応用分野 ք໘プロセス最ద化、লΤωϧギー

論文・解説等
[1] K. Fujiwara and M. Shibahara Phys. Rev. E 10� 034803 2022.
[2] K. Fujiwara and M. Shibahara Sci. Rep. 9 13202 2019.
[3] K. Fujiwara and M. Shibahara Appl. Phys. Lett. 114 011601 2019.

連絡先 URL http://mte.mech.eng.osaka-u.ac.jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ࢢ・Ҭに͓͚るྺ࢙తڥの
อશ・׆用のͨΊのܭը論ߏங

দຊ  ."5SU.050 ,VnJIJLo

助教 ߈Τωϧギー工学ઐڥ
σβΠン学ྖҬڥࢢ�࠲ߨσβΠン学ڥੜڞ

େࢢや؍光͚ͩでなく、Ͳのொにもಛ༗のັྗ͕あり、՝
͕あります。ҬのࣗવڥやࣾձڥʢίϛϡχςΟや׳शʣ
にӨڹをड͚てՈのݐてํ、まͪの構造、؍ܠなͲのҬのݸ性
͕ҭまれ、さらに産業や౷ɾจ化なͲの無形のཁૉもؚΊて
Ҭݻ༗のັྗをੜんでいます。しかし、ੜ༷ࣜ׆のଟ༷化や୲い
手ෆなͲのཁҼで、そのܧঝ͕ةうくなͬているものもありま
す。そのたΊࢲ、このようなҬݯࢿのՁをධՁし、さらに
ক来にΘたͬてอଘ׆用するたΊにඞཁな仕ΈやϧーϧなͲ、
ಛにۙจ化的؍ܠのอ全と׆用を研究しています。

ܭࢢը、ࢢσβΠϯ、·ͪͮ Γ͘、࢙ྺ、؍ܠతڥ

応用分野 法੍度や行ࡦࢪ等のΞドバイス、࣋ଓ可能な؍光։ൃ、ੈ քҨ産ొਪਐ

論文・解説等
[1] দຊ΄か ళฮのίンバーδϣン͕ྺ࢙的֗ࢢのอ全と׆性化に༩͑るӨڹɼܭࢢըจूɼ2017
[2] দຊ΄か ॏཁจ化的؍ܠબఆޙのอଘ体੍にお͚るॅຽ׆ಈ৫ɼランドスέープ研究ɼ2017
[3] দຊ. খさなۭؒからࢢをプランχンάするʢڞஶʣɼຊܭࢢը学ձɼ学ܳग़൛ࣾ 2019.

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seeuE/seeuE/
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ここがポイント！【研究内容】

ҬࢦσβΠϯのͨΊの
֓೦ϞσϦϯά

ଜా लଇ .UR"5" )JEFnoSJ

機械工学ઐ߈ 助教
౷߹ઃܭ学࠲ߨ�αεςφϒϧγεςϜσβΠン学ྖҬ

w製とҬ͝とにҟなるαςΟスϑΝイΞとのؔ性をモデϧ
化することで、そのҬでਅにඞཁとされている製機能ɾ構
造を明らかにする研究。

wαςΟスϑΝイΞνリのࡁܦ学ऀ .aY-NeeG の基ຊχーズの
ΈでఏҊされている֓೦。ࣾձ的ීว性をもͭ基ຊχーズ
のॆ手ஈであり、ରҬのจ化やྺީؾ、࢙なͲにґଘ。

wରҬにඞཁのないʢαςΟスϑΝイΞとଓされないʣ機
能や構造をഉআすることで、ڥෛՙ͕খさくかͭॆ性の高
い、ରҬಛ化の製։ൃに応用で͖る可能性。

製ઃܭ、ҬࢦσβΠϯ、ॆ性、αςΟスϑΝΠΞ、
֓೦Ϟσϧ

応用分野 製ઃܭ、Ҭ指デβイン、ॆ 性ઃܭ

論文・解説等
[1] ଜాलଇ খྛӳथ ຊ機械学ձจू 86(886) 2020.
[2] H. Kobayashi et al., Smart Innovation, Systems and Technologies 1�� 3�-47 2019.
[3] H. Kobayashi et al., Journal of Remanufacturing 8 103-113 2018.

連絡先 URL http://www-ssE.mech.eng.osaka-u.ac.jp/inEeY.htmM
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

プラズマͱ࣭の૬࡞ޓ用

ҏఉ野 ݈造 *#"N0 ,Fn[o

助教 ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
ઌਐి࣓ΤωϧΪー工学࠲ߨ�ϓϥζϚੜ੍ޚ工学ྖҬ�্ా研究ࣨ

プラズマরࣹஔとୈ一原理γϛϡレーγϣンを用いて、プラズ
マと物࣭の૬࡞ޓ用をௐています。材料ݻ体にݶらͣ、༹༥
金属や、ؾ体、ΞϒレーγϣンプラズマなͲをѻͬており、ଟ༷
な物࣭状ଶとプラズマのؒの新物理を୳ٻしています。このプラ
ズマ - 物࣭ք໘の理ղを基に、֩ࡍࠃ༥߹実ݧや、半導体産業
とのڞಉ研究を実ࢪしています。さらに、෭産物としてಘられた
新材料をར用して、高ײ度ガスセンα、৮ഔ、ిۃなͲ応用す
る研究もਐΊています。

プラズマ、Ϩʔβʔ、֩༥߹、ಋମプロセス、Ψスセϯα

応用分野 Τωϧギー、半導体、ガスセンα

論文・解説等
[1] K. Ibano et al., Nuclear Fusion �9 076001 (2019)
[2] K. Ibano et al., Journal of Nuclear Materials �22 324 (2019)
[3] Y. Kimura et al., Applied Surface Science �32 147274 (2020)

連絡先 URL http://www.eie.eng.osaka-u.ac.jp/dsupraweC/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

࠭ࡂに対する༧ଌͱࢹɼ༧ٕज़にؔする
࣮ફతڀݚ開発

খઘ ޗܓ ,0*;U.* ,FJgo

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ࣾձγεςϜ学ࣾ�࠲ߨձج൫Ϛωδϝンτ学ྖҬ

w߽Ӎ࣌のࣼ໘の状ଶをリΞϧタイϜに؍ଌするγスςϜ
の։ൃ。

w߽Ӎ࣌のࣼ໘の݈全度をධՁする指ඪの։ൃ。
wฏৗ࣌にࣼ໘の݈全度をஅする技術の։ൃ。
w構造物のม状をࢹする技術の։ൃ

൫ࡂ、ϞχλϦϯά、ҡ࣋ཧ、*P5

応用分野 インϑラҡ࣋理、ࡂ

論文・解説等
[1] খઘޗܓらɿ学ձจूCʢݍ工学ʣVol.77 No.2 129-1392021.
[2] খઘޗܓらɿ学ձจूCʢݍ工学ʣVol.73 No.1 93-10�2017.
[3] খઘɼখాɼᓎ୩ɿʮಛ։2019-10�130ʯࣼ ໘ࢹγスςϜおよͼࣼ໘ํࢹ法.

連絡先 URL https://inGra-sensing.com/inEeY.php
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

密Խ・ॖࢢୀ・ଟ༷性ࠞࡏに͚ͨ
ܗのۭؒࢢͱڥॅ

੨ ਹ "0,* 5aLaTIJ

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ਓؒ工学ྖҬࢢஙɾݐ�࠲ߨσβΠン学ࢢஙɾݐ

ਓݮޱগࣾձのਐ行や S%Gs なͲのՁ؍のม化、ࢲたͪのੜ
するߟ࠶りํをࡏのۭؒࢢやڥॅ、を༩͑ておりڹにもӨ׆
からί؍ଓ可能性の࣋、にࠩしֻかͬています。これらظ࣌
ンύΫτなۭؒࢢのඞཁ性を高Ί、また෯いੈのࠞॅやଟ
छଟ༷なਓʑやՁ؍のࠞࡏにもͭな͕ります。これらにର応し
たॅڥɾۭؒࢢを形成することを目的に、ࢲओにԼهのςー
マで研究をਐΊています。ᶃऀॅډのଟ༷化、ᶄҬؒの૬ޓར
用と૬ޓැ助の可能性、ᶅ密度化Ҭのൃੜύターン、ᶆίン
ύΫτγςΟの֩、ᶇమಓԊઢとॅ

ܭࢢը、γϡϦϯΩϯάγςΟ、߫֎ॅ、ଟੈࠞॅ、
ଟ༷性

応用分野 ܭࢢըɾॅܭը

論文・解説等
[1] ੨΄かߟにؔするॅډݍ૬ؔを用いたੈผの߫֎Ӻݾۭࣗؒ  ຊݐ築学ձܭը系จू 2020
[2] ੨΄か ฌࡾݝݿࢢٰ͕ॅにお͚るதɾएੈଳのੜ׆行ಈのಛとྨ型化のߟ ܭࢢըจू 2019
[3] T. AOKI Confronting future urban perforation: Spatial analysis of districtsin Japan with potential for

being sparsely inhabited Cities 122 2022.

連絡先 URL https://researchmap.jp/takashi@aoki

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

༸্෩ྗ発ి͕
ࣾձにड༰͞ΕるͨΊに

൧ా ོਓ **%" 5aLaIJUo

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ւ༸γεςϜ工学࠲ߨ�ւ༸ۭؒ։ൃ工学ྖҬ

ۙ、ຊでも༸上෩ྗൃి͕目をूΊ、ࠃओ導でࣄ業͕ਐん
でいます。༸上෩ྗൃి͕そのҬに༩͑るӨڹେ͖いことか
ら、そのҬにड͚ೖれられるたΊにͲうしたらよいかを͑ߟる
こととてもॏཁです。そこで、ҬॅຽにରするΞンέーτௐ
ࠪを実ࢪし、その結Ռを分ੳすることで、Ҭॅຽの༸上෩ྗൃ
ిにରするड༰͕Ͳのようにܾまるのかを明らかにします。その
結Ռを技術։ൃやࣄ業ઓུ、ࡦ等にөさͤることで、Ҭに
ࠜࠩした࣋ଓ可能なΤωϧギーݯとしての༸上෩ྗൃిを目指し
ます。

༸্෩ྗ発ి、ࣾձతड༰、τラϯスαΠΤϯス

応用分野 ւ༸։ൃ、スマーτάリッド、ࡦ

論文・解説等
[1] ൧ాོਓ ༸上෩ྗൃిࣄ業ࢀೖにରするҬࣾձのड༰ɿ ळాݝ能ࢢɾࡾछ

ொɾஉࣛࢢԭおよͼ༝རຊࢢԭࣄ業をରとしたΞンέーτௐࠪに基ͮく分ੳ 
Ԋ؛Ҭ学ձࢽ Vol. 34 No. 1 2021ɽ

連絡先 URL https://researchmap.jp/takahito@iiEa/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ʮࠞࡶͱͪʯのݱΛ
ཧͱσʔλのྗͰ解͖໌͔す

Ҫ্ 文জ *N0U& :oTIJaLJ

助教 ߈ใ௨৴工学ઐࢠిؾి
௨৴ωοτϫーΫ工学࠲ߨ�ϩόετωοτϫーΫ工学ྖҬ�ୌࠜ研究ࣨ

ଟのਓ͕ݶられたݯࢿをڞ༗して用すると͖、そこにࠞࡶ
や͕ͪൃੜします。ۙなྫでපӃ֎来のͪで、たͬ
た̏分のをड͚るたΊに̍ؒ࣌Ҏ上たされることもしく
ありまͤん。
΄かにも、ใ௨৴のੈքで、目に͑ݟないとこΖでデータ
͕ʮͪ行ྻʯをͬ࡞てたされています。͕ࢲઐとするʮ
ͪ行ྻ理ʯ、このような現をఆྔ的にද現してղੳする
学のಓ۩であり、これを実ੈքのデータとΈ߹Θͤることでࠞ
。やͪにؔΘるॾのղܾにཱてること͕で͖ますࡶ

ͪྻߦཧ論、マϧίϑ解ੳ、֬ աఔ論、௨৴ωοτϫʔΫ、
σʔλ分ੳ

応用分野 ҩྍɾϔϧスέΞ分野、ใ௨৴分野

論文・解説等
[1] Y. Inoue et al., IEEE Trans. Inf. Theory, 6�(12) 830�-8324 2019.
[2] Y. Inoue et al., Queueing Syst, 89(3-4) 303-3�0 2018.
[3] Ҫ上จজɼୈ22ճຊޢ理学ձ学術ूձ 教ҭߨԋ 2018.

連絡先 URL http://www2C.comm.eng.osaka-u.ac.jp/dZoshiaki/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ࢢ・ूམ・Ҭのྺ࢙తҬ文຺、
Ոச์ͱڞಉମྖҬのؔ

খౡ ݟ ,0+*." .Jna

ٿ૯߹工学ઐ߈ 助教
ըྖҬ�ଟ研究ࣨܭࢢஙɾݐ�࠲ߨσβΠン学ࢢஙɾݐ

をઐとしています。研究ςーマ࢙ࢢը学のதでܭࢢ築ɾݐ
ۙੈʢ16-18 とपลଜのՈச์ྖࢢʣೆϑランスのلੈ
Ҭです。์をΊ͙るۙੈのฆ૪هʢࡋؔจॻやֆਤʣを
ಡղし、ଞの࢙料と߹Θͤ現ࡏの形ਤにॏͶて分ੳすることで、
現ࡏの෩ܠの基をなすෳのྖҬ構造を明らかにします。େ͖
なؔ৺ڞ༗のෳ性とそのҡ࣋理のです。ྺ࢙的
Ҭจ຺を׆かす։ൃのఏݴや、現ੈքの༷ʑなҬにଘࡏ
するߞとசのバランスのΞイデΟΞఏࣔにͭなげるこ
とを目指しています。

؍ܠ、࢙ࢢ、ྖҬ、Ҭ文຺、Ոச์

応用分野 จ化Ҩ産のධՁとอ全、࣋ଓ可能な؍光։ൃ

論文・解説等
[1] খౡݟ ۙੈナϧϘンψࢢのՈச์とڞࢢಉ体のྖҬɿ1�48のֆਤを

த৺に ࢙ࢢ研究 2020ɽ

連絡先 URL https://researchmap.jp/minakojima
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ϑϡʔνϟʔ・σβΠϯのཧ論ਂԽ
ͱྛݯࢿཧ分野の応用

ᔹ্ Ώ͔Γ 'U$)*(".* :VLaSJ

附属ϑϡーνャーイノϕーγϣンセンターʗϏδωスΤンδχΞリンάઐ߈ 助教
研究ࣨݪ��ϑϡーνϟーɾσβΠンྖҬ࠲ߨڞ学࢈

w原࢙ܓ教तʢࡕେɾ工ʣらとڞに、2012 にࡕେでੜし
た新たな学術ྖҬであるʮϑϡーνャーɾデβインʯの理ਂ
化およͼؔ࿈教ҭに取りΈ、ྛݯࢿ理分野の応用をਐ
Ίています。۩体的に、දౡをத৺としたҬにお͚るマ
ンάローϒར用のมભѲとক来༧ଌや、࣋ଓ可能なྛ業のデ
βインから࣭バイΦマス೩料のීٴγナリΦݕ౼まで෯く
実ࢪしています。

wその΄か、େ学教һのઐ分野を͑た分野ԣஅ型ڞಉ研究の
仕Έղ明をਐΊています。

ಇڠܕ性、分野ԣஅ׆ར用、ҬݯࢿଓՄ能ࣾձ、ࣗવ࣋

応用分野 Ҭ׆性ࣄ業分野、 ɾྛެཱࠃԂ等理、࣭バイΦマス分野、分野ԣஅڠಉ

論文・解説等
[1] Y. Fuchigami et al. “Future Design: Incorporating Preferences of Future Generations for Sustainability” T. Saijo (ed.) (2020).
[2] ᔹ上Ώかりɾ上ਢಓಙ ଞ ౡቦ研究 21(1) 39-�1 (2020).
[3] ᔹ上Ώかりɾਿాึࡊ ຊ教ҭ工学ձจࢽ 44(4) 409-418 (2021).

連絡先 URL http://www.cp.eng.osaka-u.ac.jp/hara/inEeY.htmM

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

খنਫಓのͨΊのαスςΠナϒϧͳ
ҬڥσβΠϯに͍ͭͯのڀݚ

ງ ͔͞ )0R* SayaLa

ਪਐセンター 助教ྲྀަࡍࠃ
ਪਐセンターྲྀަࡍࠃ

ຊのਫಓීٴ 98� であり、ऄޱを೧れ҆全なਫ͕ҿΊる。
しかし、一෦ؒࢁҬのूམで、ਫಓઃඋ͕ॅຽ理されてい
て、ਫಓࣄ業にؚまれないਫಓ͕ଘࡏする。
研究ର、ؒࢁ෦のաૄҬのݸਓਫಓやूམ͕理するਫಓ
ઃඋ理である。ଜの͕Ԙૉや࠭を୲いでࢁをొり、҆全な
ਫをಘるたΊに、ۤ࿑する手࡞りড়ਫ͕ある一ఆ全ࠃにࡏ
している。
それらのখنਫಓの状گをௐࠪし、ઃඋ理やࡦ໘で࣋ଓ可
能なํࡦをఏҊをすることを研究している。また、ੈ࣍教ҭに、
བதབ֎ਤሯ෩を用いたڥ教ҭ教材の։ൃを行なͬている。

ֶڥٿ、ਫΨόナϯス、ҬσβΠϯ

応用分野 教ҭڥ、Ӧܦਫಓઃඋ理とنਫガバナンス、খ、ࡦڥ

論文・解説等
[1] S.Hori the International Journal of Laws Vol.� No.� pp.1-14 (2016)
[2] S. Hori et al., Proceedings of The 11th International Symposium on Water Supply Technology p.78 (2019)
[3] ງさやか、ҏ౻ఓ、ڥӴੜ工学研究、Vol.33 No.3 pp.94-96 (2019)

連絡先 URL http://www.Gsao.eng.osaka-u.ac.jp/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

���� ·Ͱのࣾձมֵに͚ͨ
ࣗવڞੜγスςϜઃܭ

দҪ య ."5SU* 5aLanoSJ

助教 ߈Τωϧギー工学ઐڥ
ੜ工学ྖҬڞ॥ٿ�࠲ߨੜΤωϧΪーγεςϜ学ڞ

ਓྨ、ࣗらのӦΈ͕ڥやੜଶ系にଟେなӨڹを༩͑る࣌であるਓ新ੈ 
ʢ"nthropoceneʣ にೖりました。ਓޱരൃとともにྶྨώτՊの高ྸ化͕全
のنٿといͬた、ݩมಈのద応やੜ物ଟ༷性の෮ީؾ、レϕϧでਐΉதٿ
՝のઓ͕ٻΊられています。ࣾࡍࠃձで、࣋ଓ可能な։ൃ目ඪ ʢS%Gs: 
SustainaCMe %eWeMopment GoaMsʣ をओ࣠として、現ࡏのࣾٿձのԆઢ上
にないม革 ʢ5ransGormatiWe Changeʣ に͚、ࣾٿձɾҬࣾձをม革す
るたΊのհೖとհೖࡦ ʢ-eWers anE -eWerage 1ointsʣ の͕ࡧଓいていま
す。ޙࠓτランスώϡーマン技術の։ൃ、ٿ֎ਓྨのҠ行、技術的ಛҟ 

ʢSinguMaritZʣ なͲのഁյ的な革新͕༧ଌされるத、զʑͲこかうのか、
。Ίましΐう࢝るཱྀを͑ߟにڞ

ੜଶܥαʔϏス、࠶ੜՄ能ΤωϧΪʔ、ੜଟ༷性、
ੜγスςϜڞมಈ、ࣗવީؾ

応用分野 มಈ分野ީؾ、ੜ可能Τωϧギー分野、ੜ物ଟ༷性อ全分野࠶

論文・解説等
[1] Matsui T. et al. Sustainability Science 14� 23-37. 2018.
[2] দҪɼ分ɼݟؠɼ૿ 原ɼொଜ 学ձจूG(ڥ) 7�(6) � II@39-II@47 2019.
[3] দҪయɿਓ工能学ࣄయʢվగ൛ʣɼʮ産業応用ʢؾɾڥʣʯɼཱڞग़൛ɼ2017.

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seege/seege/
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キーワード

脆性機能材料に対する
プラズマナノ製造プロセスの開発

孫 栄硯 SUN Rongyan

附属精密工学研究センター 助教
附属精密工学研究センター

難加工材料である単結晶の SiC、GaN、ダイヤモンド等のワイド
ギャップ半導体基板や高精度ガラスレンズ用金型の形状創成から
最終仕上げに至るまでを、プラズマを援用した物理化学的な手法
により一貫して行うという、従来の機械加工技術を革新する完全
無歪プラズマナノ製造プロセス体系の構築に取り込んでおりま
す。母性原理に支配されることなくナノ精度の形状創成を可能に
するとともに、スラリーを用いない革新的な完全無歪加工プロセ
スの実現とその学理を明らかにするとともに産業応用にも供する
ことを目指しております。

プラズマ、超精密加工、難加工機能材料

応用分野 半導体デバイス分野、光学分野

論文・解説等
[1] R. Sun et al., Precision Engineering. 72 (2021) 224–236.
[2] R. Sun et al., CIRP Annals-Manufacturing Technology. 69 (2020) 301–304.
[3] R. Sun et al., Scientific Reports. 8 (2018) 2376.

連絡先 URL http://www-nms.prec.eng.osaka-u.ac.jp/
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相澤　直矢　　29
青木　嵩　　61
阿野　勇介　　29
飯田　隆人　　61
伊藤　智子　　30
稲葉　匡司　　49
井ノ上　泰輝　　30
井上　文彰　　62
伊庭野　健造　　60
岩堀　健治　　53
植木　祥高　　49
植竹　裕太　　31
上野原　努　　16
宇佐美　茂佳　　53
大久保　雄司　　42
岡　弘樹　　31
緒方　奨　　50
岡林　希依　　50
沖田　隆文　　54
奥川　将行　　26
小笹　良輔　　26
押鐘　寧　　16

ʦ͔ߦʧ

梶浦　裕之　　23
加藤　俊介　　32
加藤　千図　　32
清川　謙介　　54
熊本　康昭　　17
小泉　圭吾　　60

I N D E X

ਓ໊ࡧҾ

小島　見和　　62
兒玉　拓也　　33
小西　彬仁　　33
小西　宏和　　34
小林　拓真　　55

ʦ͞ߦʧ

嵯峨　裕　　34
酒井　政宏　　46
佐々木　勇弥　　55
佐竹　うらら　　27
澤田　晋也　　17
清水　万真　　42
庄司　博人　　43
末岡　裕一郎　　41
菅原　章秀　　35
孫　栄硯　　65

ʦͨߦʧ

高橋　拓海　　18
高原　渉　　43
武市　泰男　　18
武内　崇晃　　56
竹田　敏　　35
辰巳　晃　　46
田中　一　　56
田畑　博史　　19
玉置　真悟　　19
寺澤　広基　　47
土井　良平　　36
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長久保　白　　20
中野　尊治　　51
仲本　正彦　　23
新口　昇　　47
西久保　綾佑　　36
西村　隆宏　　20
布谷　直義　　37

ʦߦʧ

畑中　祐紀　　57
服部　卓磨　　21
濵本　雄治　　51
久野　大介　　21
福永　崇平　　57
藤井　進　　37
藤本　隼斗　　38
藤原　邦夫　　58
渕上　ゆかり　　63
堀　さやか　　63

ʦ·ߦʧ

増田　高大　　27
増田　容一　　41
松井　孝典　　64
松尾　智仁　　52
松﨑　賢寿　　22
松田　朋己　　44
松本　邦彦　　58
宮部　さやか　　24
村上　寛企　　44
村田　秀則　　59
森　直樹　　45

ʦߦʧ

矢地　謙太郎　　28

安本　周平　　40
山口　祐希　　24
山下　正太郎　　45
山本　智也　　25
山本　陸　　25
湯川　龍　　38
葉　健人　　48

ʦΒߦʧ

劉　麗君　　39

ʦΘߦʧ

和田　有希　　22
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アトミックレイヤープロセス反応　　30
安心安全を生み出す工学　　49
維持管理　　60
異種材料　　42
異相界面　　44
異分野融合　　41
医療診断　　17
隕石　　32
インバータ　　47
液体金属　　54
円偏光発光　　21
音響診断　　49
温度・水・力学・化学複合環境　　50
温熱快適性　　52

ʦ͔ߦʧ

カーボンナノチューブ　　30
海岸侵食　　55
海岸保全　　55
概念モデル　　59
海浜変形　　55
界面　　45
界面物質－エネルギー輸送　　58
海洋音響　　46
海洋生態系　　46
化学気相成長法　　30
核変換　　35
核融合　　60
核融合中性子源　　54
確率過程論　　62
ガスセンサ　　19, 60
家畜放牧　　62

ΩʔϫʔυࡧҾ

がん疾病　　22
岩石鉱物の溶解・沈殿　　50
機械学習　　29, 39, 50
機器開発　　17
気候変動　　64
気象災害　　22
気相合成　　53
希土類金属　　34
機能性高分子　　35
希薄気体力学　　49
揮発性元素　　32
揮発性有機化合物　　37
キャリア輸送　　56
キラリティー　　21
亀裂　　50
均一系金属触媒　　29
金属　　45
金属錯体触媒　　34
金属触媒化学　　31
金属燃焼　　43
空調　　52
グラフェン　　30, 51
クリーンエネルギー　　31
景観　　58, 62
計算機シミュレーション　　26
軽量構造材料　　27
欠陥制御　　37, 55
結晶構造・原子配列解析　　26
結晶成長　　53
結晶粒微細化　　27
ゲノム編集　　40
原子効率　　29
原子力　　35
建築構造　　51
顕微分光　　18
研磨加工　　27
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郊外住宅地　　61
光学素子　　27
鋼材ダンパー　　57
鋼材破断　　47
光線力学療法 (PDT)　　20
構造信頼性工学　　46
構造設計　　44
構造ヘルスモニタリング　　46
酵素阻害　　23
交通安全　　48
交通計画　　48
高分子化学　　23
固気混相流　　17
骨再建　　26
骨微細構造　　26
コンクリート　　47
混相流　　49

ʦ͞ߦʧ

最終強度　　46
再生医療　　25, 26
再生可能エネルギー　　64
最適化　　50
最適設計　　57
細胞製造　　25
細胞認識　　23
材料組織　　43
材料評価　　45
材料力学　　45
サティスファイア　　59
酸化反応　　54
酸化物　　38
散乱　　20
時空間並列計算　　39
資源活用　　54
指向性進化法　　32
次世代パワー半導体材料　　53
自然共生システム　　64
自然資源利用　　63
持続可能社会　　63
持続可能な海岸　　55
シトクロム P450　　40

地盤工学　　51
地盤防災　　60
シミュレーション　　43, 44, 56
社会的受容　　61
充足性　　59
シュリンキングシティ　　61
蒸発・凝縮　　49
情報理論　　18
触媒　　31, 37
植物特化代謝　　40
進化分子工学　　32
人工金属酵素　　32
深層強化学習　　50
深層生成モデル　　28
深部岩盤　　50
数値解析シミュレーション　　42
数値シミュレーション　　24
数値流体解析　　28
数値流体力学　　50
砂浜（ビーチ）　　55
スピントロニクス　　20
スマートフォン　　20
制振　　57
製造　　44
生態系サービス　　64
生体組織　　20
生体分子機能開発　　53
生体用金属材料　　24
製品設計　　59
生物　　41
生物多様性　　64
生命鎖　　23
製錬　　34
積乱雲　　22
接合　　43, 45
接着　　42
遷移金属エノラート　　36
センサ　　20
船舶海洋工学　　46, 56
船舶水中放射雑音　　46
臓器発生　　22
走査トンネル顕微鏡　　21
その場解析　　27
ソフトマターの物理　　22
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第一原理計算　　37, 39
第 5 世代通信システム（５G）　　53
大規模計算　　39
耐震工学　　51
耐熱材料　　27
耐破壊性能評価　　42
太陽系　　32
太陽電池　　36
大量培養　　25
多次元信号処理　　18
多世代混住　　61
多様性　　61
探針増強ラマン散乱　　21
弾性定数　　20
炭素－酸素結合　　36
タンパク質　　24
タンパク質間相互作用　　24
地域活性　　63
地域指向デザイン　　59
地域デザイン　　63
地域文脈　　62
地球化学　　32
地球環境学　　63
窒化ホウ素　　30
知能　　41
中性子吸収剤　　35
超音波　　45
超精密加工　　65
超分子　　31
超分子複合体　　25
通信ネットワーク　　62
低次元ナノ材料　　30
低次元物理　　38
データ分析　　62
デジタル信号処理　　21
デジタルツイン　　26
デバイス　　36
電気化学　　24, 34
電気化学触媒　　34
電気自動車　　47
典型元素化学　　38
電源回路　　57

電子状態計算　　51
伝熱流動　　54
天然ゴム生産　　23
電波計測　　22
同位体　　32
糖鎖標識　　23
透水性　　50
導電性高分子　　31
都市計画　　58, 61
都市史　　62
都市デザイン　　58
トポロジー最適化　　28
トランスサイエンス　　61
トランススケール機能　　44
トリテルペノイド　　40
トルエン　　37
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ナノ・マイクロ接合　　44
ナノカーボン　　19
ナノ構造　　37
ナノテクノロジー　　16
ナノ粒子　　36
ナノ粒子触媒　　31
難加工機能材料　　65
二次元物質　　51
熱流体工学　　58
熱流動工学　　49
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バイオ医薬品　　24
バイオマテリアル　　26, 53
バイオレメディエーション（環境浄化）　　53
ハイドロゲル　　25, 35
培養工程設計　　25
培養食肉　　25
破壊　　43
破壊モデリング　　42
薄膜　　20
発光材料　　36
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波動関数　　43
パワーエレクトロニクス　　57
パワーデバイス　　55
パワー半導体デバイス　　57
阪大研究基盤共用機器　　16
半導体　　56
半導体基板　　27
半導体洗浄プロセス　　58
半導体プロセス　　60
反応機構解析　　31
( 反 ) 芳香族性　　33
光応用技術　　16
光干渉法　　22
光触媒　　34
光治療　　20
光電子分光　　38
光ピンセット　　22
光レドックス触媒・脱炭酸反応　　33
非線形制御　　57
非定常流れ　　49
非破壊検査　　47
微粉炭　　17
表面物性　　38
フォトニックネットワーク　　21
不活性結合活性化反応　　34
腐食　　47
腐食防食　　24
腐食摩耗　　56
浮体式洋上風力発電　　56
フッ素樹脂　　42
不働態皮膜　　24
プラズマ　　42, 60, 65
プラズマ表面反応の解明　　30
プラズマプロセス技術　　30
プローブ分子　　25
分光分析　　17
分子イメージング　　17
分子言語辞書　　43
分子シミュレーション　　43
分子動力学　　58
分子動力学計算　　39
分子動力学法　　37
分子認識　　23, 35
分子熱流体工学　　58

分野横断型協働　　63
放射光　　18, 38
放射線計測　　22
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待ち行列理論　　62
まちづくり　　48, 58
マルコフ解析　　62
マルチスケール　　18
マルチマテリアル化　　44
水ガバナンス　　63
無機ナノ粒子　　53
無線通信工学　　18
メタラジー（冶金学）　　45
メタン　　37
免震　　57
モータ　　47
モデル化　　45
モニタリング　　60
モビリティ計画　　48
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有機 EL　　29
有機金属化学　　38
有機合成　　29
有機合成化学　　31, 32, 38, 54
有機色素　　33
有機発光材料　　29
有機フッ素化合物　　36
洋上風力発電　　61
溶接　　45
溶接・接合　　42, 43
溶接変形　　44
溶接力学　　44
ヨウ素　　54
溶融塩　　34
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落雷　　22
ラジカル　　33
リサーチアドミニストレーター　　53
リサイクル　　34
流体力学　　49, 50
領域　　62
量子化学計算　　29
履歴型ダンパー　　57
励起状態　　29
レーザー　　60
レーザー計測　　17
レーザー生成プラズマ　　16
レーザー治療　　20
レーザー分光　　29
レーザ加工　　16
歴史的環境　　58
漏洩磁束法　　47
ロボット　　41
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ワイドギャップ半導体　　55
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AI　　41,  49
Bayes theorem　　19
Beyond 5G　　42
Boner sphere　　19
CFD　　52
IoT　　21, 60
iPS 細胞　　26
LIBS 分析　　16
LIF 分光　　16
Neutron　　19
PFC　　54
PLD 成膜　　16
spectrometer　　19
unfolding　　19
X 線顕微鏡　　18
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2 次元材料　　19
3D 積層造形　　26, 27
5G　　21
π共役系化合物　　33
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